
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アップコンバート機能付き 3chカラースーパー 
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このたびは、ビデオトロン製品をお買い上げいただきありがとうございました。 

安全に正しくお使いいただくため、ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みください。 
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この製品を安全にご使用いただくために 
 

警告 

誤った取扱いをすると死亡または重傷、火災など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）電源プラグ、コードは 

・定格で定められた電源以外は使用しないでください。 

・差込みは確実に。ほこりの付着やゆるみは危険です。 

・濡れた手でプラグの抜き差しを行わないでください。 

・抜き差しは必ずプラグを持って行ってください。コードを持って引っ張らないでください。 

・電源コードは巻かずに、伸ばして使用してください。 

・電源コードの上に重い物を載せないでください。 

・機械の取り外しや清掃時等は必ず機械の電源スイッチを OFF にし、電源プラグを抜いてから行ってください。 

 

２）本体が熱くなったら、焦げ臭いにおいがしたら 

・すぐに電源スイッチを切ってください。電源スイッチのない機械の場合は、電源プラグを抜くなどして電源の供給を 

停止してください。機械の保護回路により電源が切れた場合、あるいはブザー等による警報がある場合にもすぐに 

電源スイッチを切るか、電源プラグを抜いてください。 

・空調設備を確認してください。 

・しばらくの間機械に触れないでください。冷却ファンの停止などにより異常発熱している場合があります。 

・機械の通風孔をふさぐような設置をしないでください。熱がこもり異常発熱の原因になります。 

・消火器の設置をお勧めします。緊急の場合に取り扱えるようにしてください。 

 

３）修理等は、弊社サービスにお任せください 

・感電・故障・発火・異常発熱などの原因になりますので、弊社サービスマン以外は分解・修理などを行わないでください。 

・故障の場合は、弊社 製造技術部へご連絡ください。 

 

４）その他 

・長期に渡ってご使用にならない時は電源スイッチを切り、安全のため電源プラグを抜いてください。 

・質量のある機械は一人で持たず、複数人でしっかりと持ってください。転倒や機械の落下によりけがの原因になります。 

・冷却ファンが回っている時はファンに触れないでください。ファン交換などは必ず電源を切り、停止していることを確かめて 

から行ってください。 

・車載して使用する場合は、より確実に固定してください。転倒し、けがの原因になります。 

・ラックマウントおよびラックの固定はしっかりと行ってください。地震などの災害時に危険です。 

・機械内部に異物が入らないようにしてください。感電・故障・発火の原因になります。 

 

 

 



  II 

 
 
 

注意 

誤った取扱いをすると機械や財産の損害など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）機械の持ち運びに注意してください 

・落下等による衝撃は機械の故障の原因になります。 

また、足元に落としたりしますとけがの原因になります。 

 

２）外部記憶メディア対応の製品では 

・規格に合わないメディアの使用はドライブ・コネクタの故障の原因になります。 

マニュアルに記載されている規格の製品をご使用ください。 

・強い磁場がかかる場所に置いたり近づけたりしないでください。内部データに影響を及ぼす場合があります。 

・湿気やほこりの多い場所での使用は避けてください。故障の原因になります。 

・大切なデータはバックアップを取ることをおすすめします。 

 

 

●定期的なお手入れをおすすめします 

・ほこりや異物等の浸入により接触不良や部品の故障が発生します。 

・お手入れの際は必ず電源を切り、電源プラグを抜いてから行ってください。 

また、電解コンデンサー、バッテリー他、長期使用劣化部品等は事故の原因につながります。 

安心してご使用していただくために定期的な（５年に一度）オーバーホール点検をおすすめします。 

期間、費用等につきましては弊社 製造技術部までお問い合わせください。 

 

 

※上記現象以外でも故障かなと思われた場合やご不明な点がありましたら、弊社 製造技術部までご連絡ください。 

 

ビデオトロン株式会社 製造技術部 

〒193-0835 東京都八王子市千人町２-１７-１６ 

 

TEL 042-666-6329 

FAX 042-666-6330 

受付時間 8：30～17：00 

E-Mail cs@videotron.co.jp 

 

＜土曜・日曜・祝祭日の連絡先＞ 

留守番電話 042-666-6311 

緊急時 090-3230-3507 （携帯電話の為、通話に障害を起こす場合がありますので、あらかじめご了承願います。） 

受付時間 9：00～17：00 

 

 

mailto:cs@videotron.co.jp


  III 

保証規定 

 

・本製品の保証期間は、お買い上げ日より１年間とさせていただきます。なお、保証期間内であっても次の項目に 

該当する場合は有償修理となります。 
 

（1） ご利用者様での、輸送、移動、落下時に生じた製品破損、損傷、不具合。 

（2） 適切でない取り扱いにより生じた製品破損、損傷、不具合。 

（3） 火災、天災、設備異常、供給電圧の異常、不適切な信号入力などにより生じた破損、損傷、不具合。 

（4） 当社製品以外の機器が起因して当社製品に生じた破損、損傷、不具合。 

（5） 当社以外で修理、調整、改造が行われている場合、またその結果生じた破損、損傷、不具合。 

 

 

・修理責任免責事項について 
 

当社の製品におきまして、有償無償期間に関わらず出来る限りご依頼に沿える修理対応を旨としておりますが、 

以下の項目に該当する場合はやむをえず修理対応をお断りさせていただく場合がございます。 
 

（1） 生産終了より７年以上経過した製品、及び製造から１０年以上経過し、機器の信頼性が著しく低下した製品。 

（2） 交換の必要な保守部品が製造中止により入手不可能となり在庫もない場合。 

（3） 修理費の総額が製品価格を上回る場合。 

（4） 落雷、火災、水害、冠水、天災などによる破損、損傷で、修理後の恒久的な信頼性を保証出来ない場合。 

 

 

・アプリケーションソフトについて 
 

（1） 製品に付属しているアプリケーションは、上記規定に準じます。 

（2） アプリケーション単体で販売している場合は、販売終了より３年経過した時点で、サポートを終了いたします。 

 

何卒、ご理解の程よろしくお願いいたします。 
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１．概 説 

CK-93HDは、LINEにHD-SDI、SD-SDIまたはアナログNTSCコンポジット信号を、KEY/FILLにHD-SDIまたは

SD-SDI 

信号を任意に入力できる、HD出力の3チャンネルカラースーパー装置です。 

 

《特 長》 

●LINEが3入力あり、各3系統の1チャンネルスーパー装置としても使用可能 

●KEY信号がない素材はセルフキーでスーパー可能 

●スーパーを任意のポジションに移動可能 

●エマージェンシースルーに対応 

●SNMPに対応 

●LINEにHD-SDI、SD-SDIまたはアナログNTSCコンポジット信号を入力でき、自動判別 ※1 

●KEY/FILLにHD-SDIまたはSD-SDI信号を入力でき、自動判別 ※1 

●全ての映像入力部にアップコンバーター、FSを内蔵 

●外部接点入力でスーパーをON/OFF可能 

※1 HD-SDIは1080i/59.94、SD-SDIは525i/59.94のみ対応。出力はHD-SDI：1080i/59.94のみ対応。 
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２．機能チェック 

1．構 成 

【本体】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 カラースーパー CK-93HD 1台  

 2 電源ケーブル  2本  

 3 マウントビス 5mm 4本  

 4 REMOTEコネクター 57E-30240 1個 半田付けタイプ 

 5 CK-93HDアプリケーションソフト CD-ROM 1枚 SNMP制御ソフト 

 6 取扱説明書  1部 本書 

 

【CK-70-03 TAKE リモコン（オプション）】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 テイクリモコン TAKE リモコン 1台 ※1 

   ※1 TAKE ON時にリモコン上のランプは点灯しませんのでご注意ください。 

 

【CK-93HD-01 TAKE リモコン接続ケーブル（オプション）】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 TAKEリモコン接続ケーブル ケーブル長 2m 1本 ※2 

   ※2 CK-70-03 TAKEリモコンをCK-93HDと接続時に必要となります。 

 

【CK-93HD-02 CUT/FADE リモコン（オプション）】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 カット/フェードリモコン CUT/FADEリモコン 1台 ※3 

 2 電源ケーブル  1本  

   ※3 CK-93HD、3系統のスーパーON/OFFとカット/フェードのトランジション切り替えができます。 

 

【CK-93HD-03 TAKE リモコン（オプション）】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 テイクリモコン TAKEリモコン 1台 ※4 

 2 電源ケーブル  1本  

   ※4 CK-93HD、3系統のLINE OUT/PV OUTのスーパーON/OFFができます。 

 

【CK-93HD-04 リモコンケーブル（オプション）】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 リモコンケーブル ケーブル長 10m 1台 ※5 

   ※5 CK-93HD-02、03リモコンをCK-93HDと接続時に必要となります。 

表2-1 構成 
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2．機能チェック接続図 

 

図2-1 機能チェック接続図 

 

3．POWER ON までの手順 

(1) 本体背面のAC INのA側に電源ケーブルを接続し、AC100Vを供給します。 

(2) REF INにBBSまたは3値SYNC信号を接続します。  

(3) INPUT1-LINEにSDIのLINE信号、INPUT1-FILL、INPUT1-KEYにSDIのスーパー信号をそれぞれ入力します。 

(4) OUTPUT1-LINE1､OUTPUT1-PVをHD-SDI対応のモニターに接続します。 

(5) 本体の電源スイッチ(POWER A)を投入します。電源スイッチを投入すると、パワーランプが緑色に点灯します。 

 

4．基本動作チェック 

下記の操作で本体が正常に動作していることをチェックします。 

正常に動作しない場合は、P-51 「9.トラブルシューティング」を参照してください。 

(1) 前項のPOWER ONまでの手順に従い機器をセットアップします。 

(2) 電源を投入すると、起動シーケンスが開始され、PV出力の画面左上と本体正面の表示器に機種名とプログラ

ムのバージョンが表示されます。 

(3) 起動シーケンスが完了すると、LINE出力にLINE映像、PV出力にスーパーインポーズされた映像が出力されま

す。 

また、表示器には機種名と入力されている信号のフォーマットが表示されます。表示される入力信号のフォー

マットにつきましては、P-5「入力信号のフォーマット表示例」を参照してください。 

(4) 本体正面のTAKE1ボタンを押すと、LINE出力にスーパーインポーズされた映像が出力されます。 

(5) 以上の動作が確認できましたら、基本動作チェックは完了です。 

 

LINE OUT PV OUT

SUPER 素材 LINE 信号 
KEY  

FILL 

REF 信号 AC100V 



 

4 

３．各部の名称と働き 

1．CK-93HD 正面 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-1 本体正面 

 

(1) パワースイッチA 

電源AのON/OFFスイッチです。上に倒すことで、電源ONします。 

(2) パワーランプA 

電源Aの通電ランプです。 

(3) パワーアラームランプA 

電源Aの故障または電源断で橙色に点滅します。電源A/Bともに電源断の場合は消灯します。 

(4) ファンアラームランプA 

本体側面の冷却ファンA(本体正面に近い側)に異常が生じると橙色に点滅します。 

(5) パワースイッチB 

電源BのON/OFFスイッチです。上に倒すことで、電源ONします。 

(6) パワーランプB 

電源Bの通電ランプです。 

(7) パワーアラームランプB 

電源Bの故障または電源断で橙色に点滅します。電源A/Bともに電源断の場合は消灯します。 

(8) ファンアラームランプB 

本体側面の冷却ファンB(本体背面に近い側)に異常が生じると橙色に点滅します。 

(9) 表示器 

操作メニューを表示します。機種名と入力されている信号のフォーマットを表示します。10分間、本体正面から

の操作が行われないとスクリーンセーバーが起動し、バックライトをOFFします。 

(1) (2) (3) (4) 

(5) (6) (7) (8) 

(9) (10) (11) (12) (13) (14) (15) 
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入力信号のフォーマット表示例

IN3-FILL ：入力信号なし、または入力信号が未対応フォーマット

IN3-KEY ：入力信号なし、または入力信号が未対応フォーマット

CK-93HD
HSS　ASS　H--

IN3-LINE ：HD　1080i/59.94

IN2-FILL ：SD　525i/59.94

IN2-KEY ：SD　525i/59.94

IN2-LINE ：ANALOG NTSC　525i/59.94

IN1-FILL ：SD　525i/59.94

IN1-KEY ：SD　525i/59.94

IN1-LINE ：HD　1080i/59.94

 

(10) MENUボタン 

表示器、PV出力にメニューを表示します。MENUを押すと橙色に点滅し、メニューの階層に入ります。メニュー階

層下でMENUを押すと、一つ上の階層へ戻ります。文中ではMENUと表記しています。 

(11) UTILITY(プッシュスイッチ付き) 

メニュー操作において、項目の選択、または設定値の変更で使用します。項目の選択はUTILITYを回し、項目

の決定はUTILITYを押します。文中ではUTILITYと表記しています。 

(12) TAKEボタン 

スーパー1～3をON/OFFします。文中ではTAKEと表記しています。 

(13) PANEL LOCKボタン 

このボタンを長押し(1秒押し)すると、橙色に点灯し、MENU、UTILITY、TAKEの操作を禁止します。解除すると

きは再度、LOCKを長押し(1秒押し)します。文中ではLOCKと表記しています。 

(14) COMランプ 

外部インターフェース(PARALLEL REMOTE、RS-232C、LAN)から制御したときに緑色に点灯します。 

(15) REF INランプ 

外部同期信号のインジケーターです。 

消灯  ：REF信号が入力されていない。 

緑点滅 ：REF信号が入力されているが、ロックしていない。 

緑点灯 ：REF信号が入力されていて、ロックしている。REF信号はBBS、3値SYNCに対応しています。 
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2．CK-93HD 背面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-2 本体背面 

 

(1) INPUT1 

INPUT1のLINE信号、KEY信号、FILL信号の入力端子です。LINE入力端子に信号がないときは、 

LINE映像は黒になります。 

(2) INPUT2 

INPUT2のLINE信号、KEY信号、FILL信号の入力端子です。LINE入力端子に信号がないときは、 

LINE映像は黒になります。 

(3) INPUT3 

INPUT3のLINE信号、KEY信号、FILL信号の入力端子です。LINE入力端子に信号がないときは、 

LINE映像は黒になります。 

(4) OUTPUT1 

DSK1のLINE信号、PV信号の出力端子です。 

起動時はPVのスーパーはONです。 

(5) OUTPUT2 

DSK2のLINE信号、PV信号の出力端子です。 

起動時はPVのスーパーはONです。 

(6) OUTPUT3 

DSK3のLINE信号、PV信号の出力端子です。 

起動時はPVのスーパーはONです。 

(7) REF IN、OUT 

REF INは同期信号の入力端子です。システムに同期した3値SYNCまたはBBS信号を必ず入力してください。 

3値SYNCまたはBBS信号を内部で判別し自動的に切り替えます。REF INに信号が入力されると自動で75Ω 

終端がかかります。OUTを他の機器へブリッジする場合は、OUT側にケーブルを挿入することで、75Ω終端 

はオープンとなります。ブリッジした先で75Ω終端してください。 

※REF入力端子に信号がないときは、インターナルロックになり、システムとは非同期となります。システムに 

同期させる際には、必ずREF入力にシステムの同期信号を入力してください。 

 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (10) (13) 

(12) (11) (9) (16) (15) (14) (17) (18) (8) 
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(8) PARALLEL REMOTE 

接点制御のインターフェースです。スーパーのON/OFF制御、FANアラーム出力等が可能です。 

CK-70-03、CK-93HD-02、CK-93HD-03リモコンでスーパーON/OFFの遠隔操作ができます。 

詳細は、P-34「1. PARALLEL REMOTE」を参照してください。 

(9) RS-232C 

RS-232Cのインターフェースです。スーパーのON/OFF制御や基本的動作の通信制御が可能です。 

詳細は、P-36「2. RS-232C」を参照してください。 

(10) 10/100BASE 

10/100BASE対応のLANコネクターです。SNMP通信、Telnetにより各種設定や設定の参照が可能です。 

(11) AC IN A 

A側のAC電源コネクターです。付属の電源ケーブルを接続してください。 

(12) AC IN B 

B側のAC電源コネクターです。付属の電源ケーブルを接続してください。 

(13) アース端子 

フレームGNDです。 

(14) EMG1 

エマージェンシースルーボード(EMG1)の入出力端子です。 

LINE IN  ：HD-SDI、SD-SDIまたはアナログNTSCコンポジット信号を入力します。(入力端子) 

RET    ：通常はCK-93HDのLINE出力と接続します。(入力端子) 

LINE OUT ：本体電源OFF時は、LINE INに入力した映像信号をスルーで出力します。 

本体電源投入後は、機械式リレーが切り替わり、RETに入力された映像信号を出力します。(出力

端子) 

SEND   ：本体電源投入後、機械式リレーが切り替わると、LINE INに入力された映像信号を出力します。 

通常はCK-93HDのLINE入力と接続します。(出力端子) 

(15) EMG2 

エマージェンシースルーボード(EMG2)の入出力端子です。 

(14)と同様です。 

(16) EMG3 

エマージェンシースルーボード(EMG3)の入出力端子です。 

(14)と同様です。 

(17) ファンユニット電源コネクター 

ファンユニットに電源を供給するためのコネクターです。ファンユニットを交換する際、この電源コネクターを手前

に引き抜きます。 

(18) ファンユニット 

機内冷却用の、ファンユニットです。ファンユニットを交換する際は本体背面の4箇所のネジを緩め、ファンユ

ニット接続コネクターを外してから手前に引き抜きます。交換に関する詳細は、P-49 「8.ファンユニット交換方

法」を参照して 

ください。 
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3．CK-93HD 側面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3-3 本体側面 

 

(1) ファンA 

機内冷却用のファンです。ファンの交換に関する詳細は、P-49 「8.ファンユニット交換方法」を参照して 

ください。 

(2) ファンB 

機内冷却用のファンです。ファンの交換に関する詳細は、P-49 「8.ファンユニット交換方法」を参照して 

ください。 

 

(1) (2) 
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４．操作方法 

1．操作概要 

(1) 本体電源スイッチをONにするとPOWERランプが点灯し、起動シーケンスが開始され、PV出力の画面左上と 

本体正面の表示器に機種名とプログラムのバージョンが表示されます。 

(2) 起動シーケンスが完了すると、LINE出力にLINE映像、PV出力にスーパーインポーズされた映像が出力され 

ます。また、表示器には機種名と入力されている信号のフォーマットが表示されます。表示される入力信号 

のフォーマットにつきましては、P-5「入力信号のフォーマット表示例」を参照してください。 

(3) 表示器またはPV画面を見ながらMENUを押して設定メニューに入ります。 

(4) UTILITYを回して設定メニューの項目を選択します。 

(設定メニューをキャンセルする場合は、MENUボタンを押します。) 

(5) UTILITYを押して項目を決定します。この時、決定した項目の階層下メニューに移ります。 

(6) 階層下メニューにおいて、UTILITYを回して項目を選択し、UTILITYを押します。 

(階層を戻る場合はMENUボタンを押します。) 

(7) (5)、(6)の操作を繰り返し、設定の変更を行います。 

項目を選択した後、その設定を決定するときは必ずUTILITYを押してください。 

(8) MENUボタンを押してメニューから抜けます。 

(10分間、操作をしなかった場合は自動でメニューから抜けます。) 

(9) TAKEボタンを押すと、LINE出力にスーパーインポーズされた映像が出力されます。 
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2．メニューツリー 

本機は下記の階層メニューで管理された設定項目があります。灰色の項目は出荷時設定です。 

MENU

システムに関する設定を行います。

HD OUT2(DSK2)のLINE信号を選択します。

SYSTEM

SELECTOR1

1～3

SELECTOR2

1～3

REMOTE

TRG

ALT

S. MARKER

98%

OFF

OUTPUT PHASE

H： -2199～0～2199

NETWORK

IP ADDRESS

SUBNET MASK

GATEWAY

MENU

ON

OFF

REMOTE端子の接点入力3～5番ピン(SUPER1～3のON/OFF)の制御方式を選択します。

トリガー制御を行います。

オルタネイト制御を行います。

MANAGER IP 1～10

プレビュー出力のセーフティーマーカー表示に関する設定です。

98%のセーフティーマーカーを表示します。

セーフティーマーカーを表示しません。

REF信号に対する出力位相を調整します。

水平方向に-2199～2199ドットの範囲で設定できます。

ネットワークの設定を行います。

本機のIPアドレスを設定します。

本機のサブネットマスクを設定します。

本機のデフォルトゲートウェイを設定します。

SNMPマネージャーのIPアドレスを設定します。

プレビュー出力のメニュー表示に関する設定です。

VERSION バージョン情報を表示します。

ANC PACKET

CLOSED CAPT

ON

OFF

放送局間制御信号のパケットの通過(ON)/非通過(OFF)を設定します。

デジタル字幕データのパケットの通過(ON)/非通過(OFF)を設定します。

HD OUT3(DSK3)のLINE信号を選択します。

NET Q

ON

OFF

BAUD RATE

9600bps

19200bps

38400bps

RS-232C通信のボーレートを設定します。

TIMER

DATE

TIME

内部時計を設定します。

アンシラリパケットに関する設定です。※1

次項の簡易ブロック図を参照してください。

次項の簡易ブロック図を参照してください。

パケットを通過します。

パケットを通過しません。

パケットを通過します。

パケットを通過しません。

9600bps

19200bps

38400bps

メニューを表示します。

メニューを表示しません。

日付を設定します。

時刻を設定します。

INITIAL

YES

NO

工場出荷時の設定を行います。

工場出荷時の設定に戻します。

工場出荷時の設定に戻しません。

V： -3～0～3

垂直方向に-3～3ラインの範囲で設定できます。

REMOTE ASG

PIN10,22

REMOTE端子の接点10,22/11,23/12,24番ピンに動作を割り当てます。

REMOTE端子の接点入力10番ピン,出力22番ピンの動作を設定します。

CUT/FADE(ALT)

PREVIEW(TRG)

スーパー1のCUT/FADEを切り替えます。10番ピンはオルタネイト制御になります。

プレビュースーパー1のON/OFFを行います。10番ピンはトリガー制御になります。

PIN11,23 REMOTE端子の接点入力11番ピン,出力23番ピンの動作を設定します。

CUT/FADE(ALT)

PREVIEW(TRG)

スーパー2のCUT/FADEを切り替えます。11番ピンはオルタネイト制御になります。

プレビュースーパー2のON/OFFを行います。11番ピンはトリガー制御になります。

PIN12,24 REMOTE端子の接点入力12番ピン,出力24番ピンの動作を設定します。

CUT/FADE(ALT)

PREVIEW(TRG)

スーパー3のCUT/FADEを切り替えます。12番ピンはオルタネイト制御になります。

プレビュースーパー3のON/OFFを行います。12番ピンはトリガー制御になります。

CUT/FADE(TRG) スーパー1のCUT/FADEを切り替えます。10番ピンはトリガー制御になります。

PREVIEW(ALT) プレビュースーパー1のON/OFFを行います。10番ピンはオルタネイト制御になります。

CUT/FADE(TRG) スーパー2のCUT/FADEを切り替えます。11番ピンはトリガー制御になります。

PREVIEW(ALT) プレビュースーパー2のON/OFFを行います。11番ピンはオルタネイト制御になります。

CUT/FADE(TRG) スーパー3のCUT/FADEを切り替えます。12番ピンはトリガー制御になります。

PREVIEW(ALT) プレビュースーパー3のON/OFFを行います。12番ピンはオルタネイト制御になります。

 

 

※1 次ページのLINEに関する設定のSYNC MODEをAVDLに設定時は、ANC PACKETの設定にかかわらず、アンシラリ

データは通過します。AVDL設定時、LINE入力は1080i/59.94の信号のみを受信します。 
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SUPER1に関する設定を行います。SUPER1

ON TRANSITION

CUT

FADE

KEY SELECT

EXT

SELF

AUTO

EXT GAIN

0～100～150

POSITION

H：-1920～0～1920

V：-1080～0～1080

SUPER2

SUPER3

SUPER2に関する設定を行います。

SUPER3に関する設定を行います。

ON FADE SPEED

FADE

ASPECT

SQUEEZE

EDGE CROP

SIDE PANEL

ENHANCE

0～31

SD入力時の出力映像のアスペクトを設定します。

4：3映像を横方向に引き伸ばし、16：9にします。

縦横を等倍率で引き伸ばし、横方向の幅をあわせ、上下を切り取ります。

縦横を等倍率で引き伸ばし、縦方向の幅をあわせ、左右を黒く塗ります。

スーパーオン動作時のトランジションの選択をします。

1～30～150

スーパーオン動作時のフェードスピードを設定します。

1～150フレームの範囲で設定できます。

スーパーインポーズするKEYを選択します。

KEY入力信号でスーパーインポーズします。

FILL入力信号からKEY信号を生成してスーパーインポーズします。

EXT/SELFの自動選択モードです。KEY入力信号の有無で判別します。

EXT KEYでスーパーインポーズするときのキーレベルを調整します。

0～150%の範囲で調整できます。

スーパーのポジションを設定します。

LINE入力1に関する設定を行います。LINE1

ASPECT

SQUEEZE

EDGE CROP

SIDE PANEL

ENHANCE

0～31

LINE入力2に関する設定を行います。LINE2

LINE入力3に関する設定を行います。LINE3

SDまたはアナログ入力時の映像出力のアスペクトを設定します。

4：3映像を横方向に引き伸ばし、16：9にします。

縦横を等倍率で引き伸ばし、横方向の幅をあわせ、上下を切り取ります。

縦横を等倍率で引き伸ばし、縦方向の幅をあわせ、左右を黒く塗ります。

輪郭強調の強度を設定します。数値が大きいほど輪郭を強調します。

0のときは、エンハンス機能はOFFです。

MENU

LUMI GAIN

-150～0～150

CHROMA GAIN

-150～0～150

AGC

ON

OFF

DNR

ON

OFF

アナログ入力信号のルミナンスレベルを調整します。AGCの設定がOFFのときに有効です。

±150ステップで±10％の調整ができます。

アナログ入力信号のクロマレベルを調整します。AGCの設定がOFFのときに有効です。

±150ステップで±10％の調整ができます。

アナログ入力信号のシンクとバーストからゲインを自動調整して入力レベルを適正にします。

アナログ入力信号のノイズをデジタル処理により低減します。

DNR（デジタルノイズリダクション）を有効にします。

DNRを無効にします。

AGC（オートゲインコントロール）を有効にします。

AGCを無効にします。

トランジションをCUTに設定します。

トランジションをFADEに設定します。

ＳＥＬＦ GAIN

Y：0～100～255

SELF KEYでスーパーインポーズするときのキーレベルを調整します。

FILLのY信号から生成されるキーレベルを256ステップで調整できます。

C：0～100～255 FILLのC信号から生成されるキーレベルを256ステップで調整できます。

水平方向のポジションを -1920～1920ドットの範囲で設定できます。

垂直方向のポジションを -1080～1080ラインの範囲で設定できます。

輪郭強調の強度を設定します。数値が大きいほど輪郭を強調します。

0のときは、エンハンス機能はOFFです。

VIDEO SELECT

SDI

ANALOG

AUTO

入力信号を選択します。

SDI信号を選択します。

アナログ信号を選択します。

SDI/ANALOGの自動選択モードです。

SYNC MODE

FS+UPCON

AVDL+UPCON

シンクロナイズモードを設定します。

ラインシンクロナイズモードで動作します。出力はフレーム遅延になります。

フレームシンクロナイズモードで動作します。

AVDL ラインシンクロナイズモードで動作します。出力はライン遅延になります。

※AVDL設定時、LINE入力は1080i/59.94の信号のみを受信します。

OFF TRANSITION

CUT

FADE

OFF FADE SPEED

FADE

スーパーオフ動作時のトランジションの選択をします。

1～30～150

スーパーオフ動作時のフェードスピードを設定します。

1～150フレームの範囲で設定できます。

トランジションをCUTに設定します。

トランジションをFADEに設定します。

 



 

12 

3．簡易ブロック図 

 

OUTPUT 1 OUTPUT 2 OUTPUT 3

DSK1 DSK2 DSK3

SELECTOR 1 SELECTOR 2

1

2

3

1

2

3

SUPER3

スーパーの優先順位

SUPER2

SUPER1

INPUT 1
LINE

INPUT 2
LINE

INPUT 3
LINE

INPUT 1
SUPER

INPUT 2
SUPER

INPUT 3
SUPER

図4-1 簡易ブロック図 

 

4．各機能の説明 

(1) SYSTEM 

システムに関する設定を行います。 

① SELECTOR1 

OUTPUT2(DSK2)のLINE信号を選択します。前項の簡易ブロック図を参照してください。 

1 ：DSK1からの出力信号をLINEにします。 

2 ：INPUT1-LINEからの入力信号をLINEにします。 

3 ：INPUT2-LINEからの入力信号をLINEにします。 

② SELECTOR2 

OUTPUT3(DSK3)のLINE信号を選択します。前項の簡易ブロック図を参照してください。 

1 ：DSK2からの出力信号をLINEにします。 

2 ：INPUT1-LINEからの入力信号をLINEにします。 

3 ：INPUT3-LINEからの入力信号をLINEにします。 

③ REMOTE 

PARALLEL REMOTE端子の接点入力3～5番ピン(SUPER1～3のON/OFF)の制御方式を選択します。 

TRG  ：トリガー制御にします。 

ALT  ：オルタネイト制御にします。 

④ REMOTE ASG 

1) PIN10,22 

PARALLEL REMOTE端子の接点入力10番ピンと出力22番ピンの動作を設定します。 

CUT/FADE(TRG) ：スーパー1のトランジション カット/フェードを切り替えます。 

入力接点10番ピンがトリガー制御になります。 

出力接点22番ピンはトランジションがフェードのときMAKEします。 
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CUT/FADE(ALT) ：スーパー1のトランジション カット/フェードを切り替えます。 

入力接点10番ピンがオルタネイト制御になり、MAKEでフェードトランジションになります。 

出力接点22番ピンはトランジションがフェードのときMAKEします。 

オントランジションとオフトランジションが同じ設定になります。 

PREVIEW(TRG) ：プレビュースーパー1のON/OFFを行います。 

入力接点10番ピンがトリガー制御になります。 

出力接点22番ピンはPVスーパー1がONのときMAKEします。 

PREVIEW(ALT) ：プレビュースーパー1のON/OFFを行います。 

入力接点10番ピンがオルタネイト制御になり、MAKEでPVスーパー1がONになります。 

出力接点22番ピンはPVスーパー1がONのときMAKEします。 

2) PIN11,23 

PARALLEL REMOTE端子の接点入力11番ピンと出力23番ピンの動作を設定します。 

CUT/FADE(TRG) ：スーパー2のトランジション カット/フェードを切り替えます。 

入力接点11番ピンがトリガー制御になります。 

出力接点23番ピンはトランジションがフェードのときMAKEします。 

CUT/FADE(ALT) ：スーパー2のトランジション カット/フェードを切り替えます。 

入力接点11番ピンがオルタネイト制御になり、MAKEでフェードトランジションになります。 

出力接点23番ピンはトランジションがフェードのときMAKEします。 

オントランジションとオフトランジションが同じ設定になります。 

PREVIEW(TRG) ：プレビュースーパー2のON/OFFを行います。 

入力接点11番ピンがトリガー制御になります。 

出力接点23番ピンはPVスーパー2がONのときMAKEします。 

PREVIEW(ALT) ：プレビュースーパー2のON/OFFを行います。 

入力接点11番ピンがオルタネイト制御になり、MAKEでPVスーパー2がONになります。 

出力接点23番ピンはPVスーパー2がONのときMAKEします。 

3) PIN12,24 

PARALLEL REMOTE端子の接点入力12番ピンと出力24番ピンの動作を設定します。 

CUT/FADE(TRG) ：スーパー3のトランジション カット/フェードを切り替えます。 

入力接点12番ピンがトリガー制御になります。 

出力接点24番ピンはトランジションがフェードのときMAKEします。 

CUT/FADE(ALT) ：スーパー3のトランジション カット/フェードを切り替えます。 

入力接点12番ピンがオルタネイト制御になり、MAKEでフェードトランジションになります。 

出力接点24番ピンはトランジションがフェードのときMAKEします。 

オントランジションとオフトランジションが同じ設定になります。 

PREVIEW(TRG) ：プレビュースーパー3のON/OFFを行います。 

入力接点12番ピンがトリガー制御になります。 

出力接点24番ピンはPVスーパー3がONのときMAKEします。 

PREVIEW(ALT) ：プレビュースーパー3のON/OFFを行います。 

入力接点12番ピンがオルタネイト制御になり、MAKEでPVスーパー3がONになります。 

出力接点24番ピンはPVスーパー3がONのときMAKEします。 



 

14 

⑤ S. MARKER 

プレビュー出力に98%のセーフティーマーカーを表示します。 

98%  ：98%のセーフティーマーカーを表示します。 

OFF  ：セーフティーマーカーを表示しません。 

⑥ OUTPUT PHASE 

REF信号に対する出力位相を調整します。OUTPUT PHASEの調整は、LINE1～LINE3で共通の設定になりま

す。 

H ：水平方向の位相調整を行います。 調整範囲は、-2199～2199ドットです。 

V ：垂直方向の位相調整を行います。調整範囲は、-3～3ラインです。 

⑦ ANC PACKET 

ARIB TR-B23に規定されたパケットの通過/非通過を設定します。 

CLOSED CAPT ：デジタル字幕データのパケットがあるラインの通過(ON)/非通過(OFF)を設定します。525i信

号上の18，281ラインの垂直補助データを、アップコンバートした1080i信号上の19，582ライン

のＹ系列垂直補助データスペースに多重します。 

NET Q ：放送局間制御信号のパケットがあるラインの通過(ON)/非通過(OFF)を設定します。525i信

号上の19，282ラインの垂直補助データを、アップコンバートした1080i信号上の20，583ライン

のＹ系列垂直補助データスペースに多重します。 

※エンベデッドオーディオとARIB TR-B23に規定された放送局間制御信号、デジタル字幕データが入るライン

を除いてアンシラリデータはすべて削除されます。また、アナログNTSCコンポジットを入力した場合、出力信

号の音声は無音になります。 

※P-16「⑧SYNC MODE」をAVDLに設定時は、ANC PACKETの設定にかかわらず、アンシラリデータは通過

します。AVDL設定時、LINE入力は1080i/59.94の信号のみを受信します。 

⑧ BAUD RATE 

RS-232C通信のボーレートを設定します。9600bps、19200bps、38400bpsのいずれかを設定します。 

⑨ MENU 

プレビュー出力のメニュー表示をON/OFFします。 

⑩ TIMER 

内部時計を設定します。 

DATE ：日付を設定します。 

TIME ：時刻を設定します。 

⑪ NETWORK 

ネットワークの設定をします。 

IP ADDRESS ：本機のIPアドレスを設定します。 

SUBNET MASK ：本機のサブネットマスクを設定します。 

GATEWAY ：本機のデフォルトゲートウェイを設定します。 

MANAGER IP 1～10 ：SNMPマネージャーのIPアドレスを設定します。 

注： 相手先と接続が確立しないことが判っている場合は必ずマネージャーIPを 

(0．0．0．0)に設定してください。トラップ発行の反応が悪くなる可能性 

があります。 
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⑫ INITIAL 

工場出荷時の設定を行います。 

YESを実行すると、工場出荷時の設定に戻ります。 

注： 必要な設定データは予めメモなどで記録してください。 

⑬ VERSION 

バージョン情報を表示します。 

 

(2) LINE1 

LINE入力1に関する設定を行います。 

① VIDEO SELECT 

入力信号のソースを選択します。 

SDI   ：HD-SDIまたはSD-SDI信号を入力したときに選択します。 

ANALOG ：アナログNTSCコンポジット信号を入力したときに選択します。 

AUTO  ：SDI/ANALOGの自動選択モードです。自動選択モードは入力信号を自動的に判別してSDIと

ANALOGを切り替えます。入力信号を正常に受け取れない場合は、およそ1分間信号を監視してそ

の間に受け取れない場合は自動選択モード(AUTO)を解除して最後に正常信号を受け取っていた状

態(SDIまたはANALOG)に切り替わります。 

② ASPECT 

SD-SDIまたはアナログNTSCコンポジット信号を入力したときの、映像出力のアスペクトを設定します。 

SQUEEZE  ：4：3映像を横方向に引き伸ばし、16：9にします。 

EDGE CROP ：縦横を等倍率で引き伸ばし、横方向の幅をあわせ、上下を切り取ります。 

SIDE PANEL ：縦横を等倍率で引き伸ばし、縦方向の幅をあわせ、左右を黒く塗ります。 

※HD-SDI信号を入力した場合はアスペクトを変換しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 ASPECT 設定 

 

入力映像 

SQUEEZE EDGE CROP SIDE PANEL 
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③ ENHANCE 

輪郭強調の強度を設定します。0～31の範囲で調整可能で数値が大きいほど輪郭を強調します。 

設定値が0のとき、エンハンス機能はOFFです。 

※HD-SDI信号を入力した場合はエンハンス機能はOFFです。 

④ DNR 

アナログNTSCコンポジット入力信号のノイズをデジタル処理により低減します。 

ON設定で、DNR（デジタルノイズリダクション）を有効にします。 

⑤ AGC 

アナログNTSCコンポジット入力信号のシンクとバーストからゲインを自動調整して入力レベルを適正にしま

す。 

ON設定で、AGC（オートゲインコントロール）を有効にします。 

⑥ LUMI GAIN 

アナログNTSCコンポジット入力信号のルミナンスレベルを調整します。AGCの設定がOFFのときに有効です。 

±150ステップで±10%の調整ができます。 

⑦ CHROMA GAIN 

アナログNTSCコンポジット入力信号のクロマレベルを調整します。AGCの設定がOFFのときに有効です。 

±150ステップで±10%の調整ができます。 

⑧ SYNC MODE 

シンクロナイズモードを設定します。 

FS＋UPCON  ：非同期の入力信号をリファレンス信号に同期させて出力するモードです。引き込み範囲の

制限は無く、映像遅延はHD：約0.2～1.2フレーム、SDまたはアナログ：約0.7～1.2フレーム、

音声遅延はHD：0.7フレーム、SD：約1フレームです。 

          ※リファレンス信号に同期した信号を入力した場合の映像遅延は約 1 フレームです。 

AVDL＋UPCON ：リファレンス信号と入力信号が同期している場合に使用し、フレーム遅延で出力するモード

です。ブランキングスイッチャー後段の映像のショックを吸収したい時に有用です。引き込み

範囲はリファレンス信号を基準にHD：約±14μs、SDまたはアナログ：約±30μs、映像遅延、

音声遅延は約1フレームです。 

※引き込み範囲外ではブランキングスイッチャーでの映像のショックは吸収されず、映像遅

延はリファレンス信号と入力信号との位相関係により変わります。 

※アナログNTSCコンポジット信号入力時はブランキングスイッチ時にショックが出ます。 

AVDL  ：リファレンス信号と入力信号が同期している場合に使用し、ラインまたはドット遅延で出力 

するモードです。ブランキングスイッチャー後段の映像のショックを吸収したい時に有用です。 

引き込 み範囲はリファレンス信号を基準に約 – 28μs ～ - 4μs、映像遅延、音声遅延は 

ラインまたはドット遅延になります。 

         ※ドット遅延で出力する場合、OUTPUT PHASEの調整が必要になります。 

  (P-17「・ドット遅延で出力する場合」を参照してください) 

※ライン信号がリファレンス信号より4μs以上進んでいる場合はリファレンス信号と同位相で

出力されますが、それより遅れている場合は1ライン落ちて出力されます。 

       ※AVDL設定時、LINE入力は1080i/59.94の信号のみを受信します。 
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REF
BBS Phase

LINE IN
Signal Phase

LINE OUT
Signal Phase

Window AreaWindow Area

(A)

1μ S

4μ S

63.5μ S

Line No.3 Line No.4

Line No.1125 Line No.1 Line No.2

4μ S

※引き込み範囲外ではブランキングスイッチャーでの映像のショックは吸収されず、映像遅

延はリファレンス信号と入力信号との位相関係により変わります。 

 

・AVDLモードでの引き込み範囲について 

AVDLモードでのLINE信号引き込み範囲(Window Area)を下図に示します。(A)は不定領域で、前後どちら

のWindow Areaに引き込まれるか判りませんので、この範囲にLINE信号のH位相がこないようにしてくださ

い。入力のLINE信号は直後のリファレンス信号のH位相に引き込まれますので、通常リファレンス信号と

同位相のLINE信号は映像が1ライン落ちて出力されます。入力のLINE信号がリファレンス信号に対して4

μs以上進んでいる場合は映像が1ライン落ちずにリファレンス信号と同位相で出力されます。スーパー信

号はフレーム遅延で出力している為、全ての位相を引き込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3 Window Area 

 

・AVDLモードでのアンシラリデータについて 

AVDLモードでは、LINE INに入力された信号のアンシラリデータは通過します。アンシラリデータも引き込

み範囲の影響を受けますので、LINE信号が１ライン落ちて出力される場合はアンシラリデータも1ライン落

ちます。このため１ライン落ちで出力されている時、局間制御信号等のデータは正規の位置から1ライン落

ちます。 

 

・ドット遅延で出力する場合(AVDLモード) 

CK-93HDには出力位相、及びWindow Areaを調整する機能があります。CK-93HDの出力を1ライン落ちで

はなく、ドット遅延で出力させたい時にOUTPUT PHASE(P-14「⑥OUTPUT PHASE」を参照)を調整して擬

似的にリファレンス信号を遅らせることができます。最小のドット遅延で出力させたい時は実際のリファレ

ンス信号に対して「ライン信号が遅れている分＋4μs」だけOUTPUT PHASEを調整します。この時、

OUTPUT PHASEで遅らせた分、出力位相が遅れることを考慮してください。 

 

(3) LINE2 

LINE入力2に関する設定を行います。項目内容はLINE1の設定と同様です。 
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(4) LINE3 

LINE入力3に関する設定を行います。項目内容はLINE1の設定と同様です。 

 

(5) SUPER1 

SUPER1に関する設定を行います。 

① ON TRANSITION 

スーパーオン動作時のトランジションの選択をします。 

CUT  ：トランジションをCUTに設定します。 

FADE ：トランジションをFADEに設定します。 

② ON FADE SPEED 

スーパーオン動作時のフェードスピードを設定します。1～150フレームの範囲で設定できます。 

③ OFF TRANSITION 

スーパーオフ動作時のトランジションの選択をします。 

CUT  ：トランジションをCUTに設定します。 

FADE ：トランジションをFADEに設定します。 

④ OFF FADE SPEED 

スーパーオフ動作時のフェードスピードを設定します。1～150フレームの範囲で設定できます。 

⑤ KEY SELECT 

スーパーインポーズするKEYを選択します。 

EXT  ：KEY入力信号でスーパーインポーズします。(EXT KEY) 

SELF ：FILL入力信号からKEY信号を生成してスーパーインポーズします。(SELF KEY) 

AUTO ：EXT/SELFの自動選択モードです。KEY入力信号の有無で判別し、KEY入力信号が有るときは自動で

EXTに設定します。 

⑥ EXT GAIN 

EXT KEY(KEY入力信号)でスーパーインポーズするときのキーレベルを調整します。0～150%の範囲で調整で

きます。 

⑦ SELF GAIN 

SELF KEY(FILL入力信号から生成したKEY)でスーパーインポーズするときのキーレベルを調整します。 

SELF KEYはFILLのY信号から生成したキーとC信号から生成したキーを合成したキーです。 

Y信号から生成されるキーのレベルとC信号から生成されるキーのレベルをそれぞれ調整することで最適な

スーパーの抜けにします。YとCのキーレベルの調整範囲は各0～255ステップです。 

⑧ POSITION 

スーパーのポジションを設定します。 

水平方向のポジションを -1920～1920ドットの範囲で設定できます。 

※ HD-SDI入力時は、2ドットステップで移動します。 

  SD-SDI入力時は、6ドットステップで移動します。 

垂直方向のポジションを -1080～1080ラインの範囲で設定できます。 

※HD-SDI入力時は、2ラインステップで移動します。 

 SD-SDI入力でSQUEEZEまたはSIDE PANELのときは、4ラインステップで移動します。 

  SD-SDI入力でEDGE CROPのときは、6ラインステップで移動します。 
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⑨ ASPECT 

SD-SDIまたはアナログNTSCコンポジット信号を入力したときの、映像出力のアスペクトを設定します。 

SQUEEZE  ：4：3映像を横方向に引き伸ばし、16：9にします。 

EDGE CROP ：縦横を等倍率で引き伸ばし、横方向の幅をあわせ、上下を切り取ります。 

SIDE PANEL ：縦横を等倍率で引き伸ばし、縦方向の幅をあわせ、左右を黒く塗ります。 

※HD-SDI信号を入力した場合はアスペクトを変換しません。 

イメージは、P-15「図4-2 ASPECT設定」を参照してください。 

⑩ ENHANCE 

輪郭強調の強度を設定します。0～31の範囲で調整可能で数値が大きいほど輪郭を強調します。 

設定値が0のとき、エンハンス機能はOFFです。 

※HD-SDI信号を入力した場合はエンハンス機能はOFFです。 

 

(6) SUPER2 

SUPER2に関する設定を行います。項目内容はSUPER1の設定と同様です。 

 

(7) SUPER3 

SUPER3に関する設定を行います。項目内容はSUPER1の設定と同様です。 
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５．SNMP通信 

1．概要 

CK-93HDは本体のステータスを監視し、ステータスの変化を検出しトラップを送ることができます。 

マネージャーからの要求に応じ管理情報（MIB）を送ることができます。 

SNMPバージョン1に対応しています。 

 

2．ネットワークの設定 

MENUを押して、メニューモードに入ってからUTILITYで「SYSTEM-NETWORK」を選択し、UTILITYで各アドレス 

(IP ADDRESS、SUBNETMASK、GATEWAY、MANAGER IP1～10)を設定します。 

PC側のネットワークの設定はPC付属の取扱説明書を参照してください。 

※ 他のネットワーク機器とIPアドレスが重複しないように注意してください。 

※ 接続できない時や不明な点がある時は、パソコンの取扱説明書を見るか、ネットワーク管理者に問い合わせ

てください。 

 

3．ネットワーク接続の確認 

CK-93HDとPCクライアントが正常にネットワークで接続されているかを“ping”コマンドで確認します。 

ここでは仮にCK-93HDのIPアドレスを「192.168.1.1」とします。 

・ Windowsの場合 

スタート>すべてのプログラム>アクセサリ>コマンドプロンプトを起動します。 

コマンドプロンプトで”ping 192.168.1.1”と入力し、以下のメッセージが表示されるのを確認してください。 

 

 “Reply from ････”と表示されればOKですが、”Request timed out.”のメッセージが表示された場合、PCクラ

イアントからの接続が正常に行えていません。ケーブルの接続、CK-93HDおよびPCクライアントのネット

ワーク設定を確認してください。 

 

C:\>ping 192.168.1.1 
 
Pinging 192.168.1.1 with 32 bytes of data: 
 
Reply from 192.168.1.1: bytes=32 time<1ms TTL=128 
Reply from 192.168.1.1: bytes=32 time<1ms TTL=128 
Reply from 192.168.1.1: bytes=32 time<1ms TTL=128 
Reply from 192.168.1.1: bytes=32 time<1ms TTL=128 
 
Ping statistics for 192.168.1.1: 
    Packets: Sent = 4, Received = 4, Lost = 0 (0% loss), 
Approximate round trip times in milli-seconds: 
    Minimum = 0ms, Maximum = 0ms, Average = 0ms 
 
C:\> 
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4．基本動作チェック 

SNMP 監視用 PC の環境を構築します。 

(1) ドライバの追加 

Windows 2000 の場合 

コントロールパネル→プログラムの追加と削除→Windows コンポーネントの追加と削除の管理とモニター

ツールをチェックし詳細ボタンを押します。 

管理とモニターツールの詳細が表示されたら[簡易ネットワーク管理プロトコル」をチェックし「OK」ボタンを押

します。 

Windows XP の場合 

コントロールパネル→プログラムの追加と削除→Windows コンポーネントの追加と削除の管理とモニター

ツールをチェックし詳細ボタンを押します。 

「WMI SNMP プロバイダ」および｢ネットワーク管理プロトコル(SNMP)｣をチェックし「OK」ボタンを押します。 

Windows Vista の場合 

コントロールパネル→プログラムと機能→Windows の機能の有効化または無効化の中にある「SNMP の機

能」をチェックしてください。 

インストールする際、Windows の CD-ROM が必要になります。 

インストールが完了したら再起動をしてください。 

Windows 7 の場合 

コントロールパネル→プログラムと機能→Windows の機能の有効化または無効化の中にある「簡易ネット

ワーク管理プロトコル(SNMP)」をチェックしてください。 

(すでにチェックが入っている場合はセットアップされている為、「キャンセル」を押して終了します) 

インストールする際、Windows の CD-ROM が必要になります。 

インストールが完了したら再起動をしてください。 

 

(2) サービスの開始 

コントロールパネル→管理ツール→サービスの[SNMP Service]と[SNMP Trap Service]が「開始」状態にあるか

確認します。 

「開始」になっていない場合は手動で「開始」させます。 

この作業は Windows2000、Windows XP、Windows Vista、Windows 7 共通です。 

 

(3) ファイアーウォールの設定 

Windows XP の場合、ファイアーウォールの設定を行わないと SNMP が使用できません。 

Windows ファイアーウォールの例外タブでポートの追加を押し、 

1.名前[snmp], ポート番号[161], UDP 

2.名前[trap] ポート番号[162], UDP 

上の 2 つを登録します。 

 

(4) SnmpMonitor、wSnmpTrap の入手 

SnmpMonitor と wSnmpTrap を使用することで MIB データの取得、トラップの受信を行うことができます。 

SnmpMonitor、wSnmpTrap はフリーウェアです。下記サイトにてダウンロードすることができます。 
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SnmpMonitor 

http://milukiriu2010.web.fc2.com/ 

wSnmpTrap 

http://hp.vector.co.jp/authors/VA031427/wsnmp/index.htm 

SnmpMonitor、wSnmpTrap の取り扱いの詳細については上記サイト、又は各アプリケーションのヘルプを参照

してください。 

 

(5) 動作確認 

CK-93HD 背面の 10/100BASE コネクターに LAN を接続し、SnmpMonitor を起動します。 

エージェントの IP アドレスに、CK-93HD の IP アドレスを入力します。 

Community は Read Community、Write Community 共に「public」（工場出荷時設定）と入力し OK を押します。 

メニュー一覧が表示されたら MIB ツリーを開き、ツールバーの MIB を選択します。 

MIB 定義ツリーが表示されますので、iso → org → dod → internet → private の enterprises を MIB ツリー

ウィンドウの左側へドラッグしてください。 

CK-93HD のステータスが表示されることを確認してください。 

 

wSnmpTrap を起動します。 

トラップ発行先の IP アドレスが CK-93HD メニューの[SYSTEM]→[NETWORK]の[MANAGER IP1～10]のいずれ

かに 

設定してあることを確認します。 

wSnmpTrap を起動し[ツール]から[トラップ受信サービス開始]を選択します。 

トラップ受信サービス実行中に REF IN のリファレンス信号を抜き差しして、Trap が送信されることを確認してくだ

さい。 

 

SNMP 制御の確認をします。 

wSnmpTrap を起動し[ツール]から[SNMP SET]を選択します。 

ターゲットデバイスに CK-93HD の IP ADDRESS、コミュニティ文字列に”public”、 

OID に” 1.3.6.1.4.1.20120.20.2015.25.0”(SAFETY MARKER)、文法に”32 ビット符号なし INT”、値を”1”または”0”

にし、送信ボタンを押します。SAFETY MARKER が ON/OFF されることを確認してください。 

 

5．工場出荷時設定 

CK-93HD のデフォルト IP アドレス設定は下記のとおりです。 

IP 192.168.1.1 

サブネットマスク 255.255.255.0 

デフォルトゲートウェイ 0.0.0.0 

マネージャーIP1～10 0.0.0.0 

コミュニティ public 

http://milukiriu2010.web.fc2.com/
http://hp.vector.co.jp/authors/VA031427/wsnmp/index.htm


 

23 

6．MIB データについて 

[1．3．6．1．4．1．20120．20．2015．項番．0] 

 

項番 オブジェクト識別子 ｱｸｾｽ 規格 実装例 SYNTAX トラップ
1 PID R/O プログラム情報。 char PID[5][16]の内容

製品ｺｰﾄﾞ   CK-93HD
会社名   　VIDEOTRON Corp
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ　　01.00.00 R00
製造日　　 2012/07/02 MON
　　　時　　 Build-17:20:35

SNMP_LTYP_STRING ×

2 MAC R/O MACアドレス 00-0e-88-XX-XX-XX SNMP_LTYP_PSADDRESS ×

3 IP Address R/O IPアドレス 192.168.201.1 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

4 Subnet Mask R/O サブネットマスク 255.255.255.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

5 Gateway R/O ゲートウェイ 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

6 Manager IP1 R/W マネージャのIPアドレス1 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

7 Manager IP2 R/W マネージャのIPアドレス2 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

8 Manager IP3 R/W マネージャのIPアドレス3 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

9 Manager IP4 R/W マネージャのIPアドレス4 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

10 Manager IP5 R/W マネージャのIPアドレス5 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

11 Manager IP6 R/W マネージャのIPアドレス6 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

12 Manager IP7 R/W マネージャのIPアドレス7 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

13 Manager IP8 R/W マネージャのIPアドレス8 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

14 Manager IP9 R/W マネージャのIPアドレス9 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

15 Manager IP10 R/W マネージャのIPアドレス10 0.0.0.0 SNMP_LTYP_IPADDRESS ×

16 Power Status R/O 電源のエラーステータス
エラーで1
bit0： POWER A、 bit1： POWER B
※ 電源に異常があると１になります。

0 SNMP_LTYP_INTEGER ○

17 Fan Status R/O ファンのエラーステータス
エラーで1
bit0： FAN A、 bit1： FAN B
※ FANに異常があると１になります。

0 SNMP_LTYP_INTEGER ○

18 InputReference R/O リファレンス入力
0=入力なし、1=入力あり

0 SNMP_LTYP_INTEGER ○

19 Input LCA R/O LCAのバージョン情報（アスキーコード） "V0" SNMP_LTYP_STRING ×

20 Output LCA R/O LCAのバージョン情報（アスキーコード） "V0" SNMP_LTYP_STRING ×

21 DipSw R/O DipSwの状態 DipSwオールＯＦＦの場合
0ｘ00

SNMP_LTYP_INTEGER ×

22 LINE SELECＴ1 R/W SUPER2と合成するラインの選択
1～3

1 SNMP_LTYP_INTEGER ×

23 LINE SELECＴ2 R/W SUPER3と合成するラインの選択
1～3

1 SNMP_LTYP_INTEGER ×
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24 REMOTE R/W GPI  スーパー1-3の制御方法
0=トリガー
1=オルタネイト

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

25 SAFETY MARKER R/W セーフティーマーカーの設定
0=OFF
1=98%

1 SNMP_LTYP_INTEGER ×

26 OUTPUT PHASE H R/W アウトプットフェーズ H
範囲： -2199～2199

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

27 OUTPUT PHASE V R/W アウトプットフェーズ V
範囲： -3～3

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

28 CLOSED CAPTION PACKET R/W 18ラインのデジタル字幕パケットの通過
0=OFF
1=ON

1 SNMP_LTYP_INTEGER ×

29 NET Q PACKET R/W 19ラインの放送局管制御パケットの通過
0=OFF
1=ON

1 SNMP_LTYP_INTEGER ×

30 BAUD RATE R/W RS-232C ボーレート
0=   9600bps
1= 19200bps
2= 38400bps

1 SNMP_LTYP_INTEGER ×

31 FRONT PANEL LOCK R/W CK-93HD本体のフロントパネルのロック
の状態
0= アンロック
1= ロック

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

32 REMOTE ASSIGN PIN10,22 R/W リモートのピン10、22のアサイン
0= スーパー1のカット/フェード切替
    (オルタネイト制御)
1= プレビュースーパー1のON/OFF
    (トリガー制御)
2= スーパー1のカット/フェード切替
    (トリガー制御)
3= プレビュースーパー1のON/OFF
    (オルタネイト制御)

トリガー制御によるプレビュースー
パー1のON/OFFの場合
1

SNMP_LTYP_INTEGER ×

33 REMOTE ASSIGN PIN11,23 R/W リモートのピン11、23のアサイン
0= スーパー2のカット/フェード切替
    (オルタネイト制御)
1= プレビュースーパー2のON/OFF
    (トリガー制御)
2= スーパー2のカット/フェード切替
    (オルタネイト制御)
3= プレビュースーパー2のON/OFF
    (トリガー制御)

オルタネイト制御によるスーパー2
のカット/フェード切替の場合
0

SNMP_LTYP_INTEGER ×

34 REMOTE ASSIGN PIN12,24 R/W リモートのピン12、24のアサイン
0= スーパー3のカット/フェード切替
    (オルタネイト制御)
1= プレビュースーパー3のON/OFF
    (トリガー制御)
2= スーパー3のカット/フェード切替
    (トリガー制御)
3= プレビュースーパー3のON/OFF
    (オルタネイト制御)

トリガー制御によるプレビュースー
パー3のON/OFFの場合
1

SNMP_LTYP_INTEGER ×

100 LINE1 FORMAT R/O LINE1の映像フォーマット
0= なし
1=1080i
2=525i
3=NTSC

入力がない場合
0

SNMP_LTYP_INTEGER ○

101 EMG1 R/W エマージェンシースルー1
0= disable
1= enable

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

102 LINE1 VIDEO SELECT R/W 入力信号のソースの設定
0= SDI
1= ANALOG
2,3= AUTO

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×

 



 

25 

103 LINE1 ASPECT R/W ライン1 アスペクトの設定
0= スクイーズ
1= エッジクロップ
2= サイドパネル

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×

104 LINE1 ENHANCE R/W ライン1 エンハンスの設定
範囲：0～31

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

105 LINE1 DNR R/W ライン1 NTSCのときのDNRの設定
0= OFF
1= ON

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

106 LINE1 AGC R/W ライン1 NTSCのときのAGCの設定
0= OFF
1= ON

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

107 LINE1 LUMI GAIN R/W ライン1 NTSCのときのルミナンス ゲイン
の設定
範囲：-150～150

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

108 LINE1 CHROMA GAIN R/W ライン1 NTSCのときのクロマ ゲイン
の設定
範囲：-150～150

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

109 LINE1 SYNC MODE R/W ライン1 のシンクロナイズモードの設定
0= FS+UPCON
1= AVDL+UPCON
2= AVDL

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

200 LINE2 FORMAT R/O LINE2の映像フォーマット
0= なし
1=1080i
2=525i
3=NTSC

入力がない場合
0

SNMP_LTYP_INTEGER ○

201 EMG2 R/W エマージェンシースルー2
0= disable
1= enable

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

202 LINE2 VIDEO SELECT R/W 入力信号のソースの設定
0= SDI
1= ANALOG
2,3= AUTO

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×

203 LINE2 ASPECT R/W ライン2 アスペクトの設定
0= スクイーズ
1= エッジクロップ
2= サイドパネル

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×

204 LINE2 ENHANCE R/W ライン2 エンハンスの設定
範囲：0～31

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

205 LINE2 DNR R/W ライン2 NTSCのときのDNRの設定
0= OFF
1= ON

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

206 LINE2 AGC R/W ライン2 NTSCのときのAGCの設定
0= OFF
1= ON

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

207 LINE2 LUMI GAIN R/W ライン2 NTSCのときのルミナンス ゲイン
の設定
範囲：-150～150

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

208 LINE2 CHROMA GAIN R/W ライン2 NTSCのときのクロマ ゲイン
の設定
範囲：-150～150

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

209 LINE2 SYNC MODE R/W ライン2 のシンクロナイズモードの設定
0= FS+UPCON
1= AVDL+UPCON
2= AVDL

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×
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300 LINE3 FORMAT R/O LINE3の映像フォーマット
0= なし
1=1080i
2=525i
3=NTSC

入力がない場合
0

SNMP_LTYP_INTEGER ○

301 EMG3 R/W エマージェンシースルー3
0= disable
1= enable

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

302 LINE3 VIDEO SELECT R/W 入力信号のソースの設定
0= SDI
1= ANALOG
2,3= AUTO

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×

303 LINE3 ASPECT R/W ライン3 アスペクトの設定
0= スクイーズ
1= エッジクロップ
2= サイドパネル

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×

304 LINE3 ENHANCE R/W ライン3 エンハンスの設定
範囲：0～31

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

305 LINE3 DNR R/W ライン3 NTSCのときのDNRの設定
0= OFF
1= ON

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

306 LINE3 AGC R/W ライン3 NTSCのときのAGCの設定
0= OFF
1= ON

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

307 LINE3 LUMI GAIN R/W ライン3 NTSCのときのルミナンス ゲイン
の設定
範囲：-150～150

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

308 LINE3 CHROMA GAIN R/W ライン3 NTSCのときのクロマ ゲイン
の設定
範囲：-150～150

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

309 LINE3 SYNC MODE R/W ライン3 のシンクロナイズモードの設定
0= FS+UPCON
1= AVDL+UPCON
2= AVDL

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

400 SUPER1 TAKE R/W スーパー1のテイクの状態
0= スーパーオフ
1= スーパーオン
2= スーパーオフ -> オン
3= スーパーオン -> オフ

※ライトすると指定した方向でテイク
   する。  ただしスーパー1～3同時
   テイクは不可。

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

401 SUPER1 FILL FORMAT R/O スーパー1のフィル映像フォーマット
0= なし
1= 1080i
2= 525i

入力が1080i場合
1

SNMP_LTYP_INTEGER ○

402 SUPER1 KEY FORMAT R/O スーパー1のキー映像フォーマット
0= なし
1= 1080i
2= 525i

入力が1080i場合
1

SNMP_LTYP_INTEGER ○

403 SUPER1 ON TRANSITION R/W スーパー1のオントランジションの設定
0= カット
1= フェード

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

404 SUPER1 ON FADE SPEED R/W スーパー1のオンフェードスピード
範囲：1～150

30 SNMP_LTYP_INTEGER ×

405 SUPER1 KEY SELECT R/W スーパー1のキーの設定
0=外部
1= セルフ
2= オート

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×
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406 SUPER1 EXT GAIN R/W スーパー1のextキーゲイン
範囲：0～150

100 SNMP_LTYP_INTEGER ×

407 SUPER1 SELF GAIN Y R/W スーパー1のSELFキーゲインY
範囲：0～255

100 SNMP_LTYP_INTEGER ×

408 SUPER1 SELF GAIN C R/W スーパー1のSELFキーゲインC
範囲：0～255

100 SNMP_LTYP_INTEGER ×

409 SUPER1 H POSITION R/W スーパー1の水平位置
範囲： -1920～1920

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

410 SUPER1 V POSITION R/W スーパー1の垂直位置
範囲： -1080～1080

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

411 SUPER1 ASPECT R/W スーパー1 アスペクトの設定
0= スクイーズ
1= エッジクロップ
2= サイドパネル

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×

412 SUPER1 ENHANCE R/W スーパー1 エンハンスの設定
範囲：0～31

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

413 SUPER1 PV TAKE R/W プレビュースーパー1のテイクの状態
0= スーパーオフ
1= スーパーオン
2= スーパーオフ -> オン
3= スーパーオン -> オフ

※ライトすると指定した方向でテイク
   する。  ただしスーパー1～3同時
   テイクは不可。

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

414 SUPER1 OFF TRANSITION R/W スーパー1のオフトランジションの設定
0= カット
1= フェード

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

415 SUPER1 OFF FADE SPEED R/W スーパー1のオフフェードスピード
範囲：1～150

30 SNMP_LTYP_INTEGER ×

500 SUPER2 TAKE R/W スーパー2のテイクの状態
0= スーパーオフ
1= スーパーオン
2= スーパーオフ -> オン
3= スーパーオン -> オフ

※ライトすると指定した方向でテイク
   する。  ただしスーパー1～3同時
   テイクは不可。

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

501 SUPER2 Fill FORAMT R/O スーパー2のフィル映像フォーマット
bit0,1：フィル
0= なし
1= 1080i
2= 525i

入力が1080i場合
1

SNMP_LTYP_INTEGER ○

502 SUPER2 KEY FORMAT R/O スーパー2のキー映像フォーマット
0= なし
1= 1080i
2= 525i

入力が1080i場合
1

SNMP_LTYP_INTEGER ○

503 SUPER2 ON TRANSITION R/W スーパー2のオントランジションの設定
0= カット
1= フェード

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

504 SUPER2 ON FADE SPEED R/W スーパー2のオンフェードスピード
範囲：1～150

30 SNMP_LTYP_INTEGER ×

505 SUPER2 KEY SELECT R/W スーパー2のキーの設定
0=外部
1= セルフ
2= オート

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×
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506 SUPER2 EXT GAIN R/W スーパー2のextキーゲイン
範囲：0～150

100 SNMP_LTYP_INTEGER ×

507 SUPER2 SELF GAIN Y R/W スーパー2のSELFキーゲインY
範囲：0～255

100 SNMP_LTYP_INTEGER ×

508 SUPER2 SELF GAIN C R/W スーパー2のSELFキーゲインC
範囲：0～255

100 SNMP_LTYP_INTEGER ×

509 SUPER2 H POSITION R/W スーパー2の水平位置
範囲： -1920～1920

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

510 SUPER2 V POSITION R/W スーパー2の垂直位置
範囲： -1080～1080

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

511 SUPER2 ASPECT R/W スーパー2 アスペクトの設定
0= スクイーズ
1= エッジクロップ
2= サイドパネル

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×

512 SUPER2 ENHANCE R/W スーパー2 エンハンスの設定
範囲：0～31

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

513 SUPER2 PV TAKE R/W プレビュースーパー2のテイクの状態
0= スーパーオフ
1= スーパーオン
2= スーパーオフ -> オン
3= スーパーオン -> オフ

※ライトすると指定した方向でテイク
   する。  ただしスーパー1～3同時
   テイクは不可。

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

514 SUPER2 OFF TRANSITION R/W スーパー2のオフトランジションの設定
0= カット
1= フェード

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

515 SUPER2 OFF FADE SPEED R/W スーパー2のオフフェードスピード
範囲：1～150

30 SNMP_LTYP_INTEGER ×

600 SUPER3 TAKE R/W スーパー3のテイクの状態
0= スーパーオフ
1= スーパーオン
2= スーパーオフ -> オン
3= スーパーオン -> オフ

※ライトすると指定した方向でテイク
   する。  ただしスーパー1～3同時
   テイクは不可。

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

601 SUPER3 Fill FORMAT R/O スーパー3のフィル映像フォーマット
0= なし
1= 1080i
2= 525i

入力が1080i場合
1

SNMP_LTYP_INTEGER ○

602 SUPER3 KEY FORMAT R/O スーパー3のキー映像フォーマット
0= なし
1= 1080i
2= 525i

入力が1080i場合
1

SNMP_LTYP_INTEGER ○

603 SUPER3 ON TRANSITION R/W スーパー3のオントランジションの設定
0= カット
1= フェード

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

604 SUPER3 ON FADE SPEED R/W スーパー3のオンフェードスピード
範囲：1～150 30

SNMP_LTYP_INTEGER ×

605 SUPER3 KEY SELECT R/W スーパー3のキーの設定
0=外部
1= セルフ
2= オート

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×
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606 SUPER3 EXT GAIN R/W スーパー3のｅｘｔキーゲイン
範囲：0～150

100 SNMP_LTYP_INTEGER ×

607 SUPER3 SELF GAIN Y R/W スーパー3のSELFキーゲインY
範囲：0～255

100 SNMP_LTYP_INTEGER ×

608 SUPER3 SELF GAIN C R/W スーパー3のSELFキーゲインC
範囲：0～255

100 SNMP_LTYP_INTEGER ×

609 SUPER3 H POSITION R/W スーパー3の水平位置
範囲： -1920～1920

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

610 SUPER3 V POSITION R/W スーパー3の垂直位置
範囲： -1080～1080

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

611 SUPER3 ASPECT R/W スーパー3 アスペクトの設定
0= スクイーズ
1= エッジクロップ
2= サイドパネル

2 SNMP_LTYP_INTEGER ×

612 SUPER3 ENHANCE R/W スーパー3 エンハンスの設定
範囲：0～31

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

613 SUPER3 PV TAKE R/W プレビュースーパー3のテイクの状態
0= スーパーオフ
1= スーパーオン
2= スーパーオフ -> オン
3= スーパーオン -> オフ

※ライトすると指定した方向でテイク
   する。  ただしスーパー1～3同時
   テイクは不可。

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

614 SUPER3 OFF TRANSITION R/W スーパー3のオフトランジションの設定
0= カット
1= フェード

0 SNMP_LTYP_INTEGER ×

615 SUPER3 OFF FADE SPEED R/W スーパー3のオフフェードスピード
範囲：1～150

30 SNMP_LTYP_INTEGER ×
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６．Telnet 

1．概要 

コマンドプロンプトからTelnetによりIPアドレスなどの設定/設定の参照が行えます。 

 

2．Telnet への接続と切断 

※ △は半角スペースです。 

(1) コマンドプロンプト起動して以下のコマンドを入力します。 

telnet△192．168．1．1 (注：工場出荷時のIPアドレスです。) 

(2) ウィンドウが切り替わり、以下のログイン名とパスワードを入力します。 

login： user 

Password： 12345 

(3) “Telnet Ready”と表示されていれば接続完了です。 

Telnetコマンドが使用できます。 

(4) Telnetを切断するには”bye”と入力してEnterキーを押します。 

“ホストとの接続が切断されました。”と表示されTelnetが終了します。 

 

3．コマンド 

TELNETでは以下のコマンドが使用できます。 

△は半角スペースです。 

項番 コマンド 機能 

1 reset CK-93HDの再起動 

2 dir ディレクトリの参照 

3 wd 年月日の設定 

4 wt 時分秒の設定 

5 rd 年月日の参照 

6 rt 時分秒の参照 

7 setip IPアドレスの設定と参照 

8 setgate ゲートウェイアドレスの設定と参照 

9 setmask サブネットマスクの設定と参照 

10 setmip(1-10) SNMPのマネージャーIP1-10の設定と参照 

11 setcmty SNMPのコミュニティ名の設定と参照 

12 ver バージョン情報の表示 

13 help コマンドの簡易説明の表示 

 

(1) reset 

CK-93HDを再起動します。 

再起動中はコマンドプロンプトから操作することはできません。 

再起動後もTelnetを使用する場合は、再接続してください。 
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(2) dir 

メンテナンス用のコマンドです。 

Aドライブの内容を参照できます。 

[例] Aドライブを参照します。 

入力： dir A：\ 

出力： Flash Disk free disk space． 131561472byte 

ch93hd_0．dat 2011/08/23 13：53：34 423 

 

(3) wd 

年月日の設定 

[例] 日付を2011年9月1日に設定します。 

入力： wd△2011△9△1 

表示： --- 

(4) wt 

時分秒の設定 

[例] 時刻をを9時10分11秒に設定します。 

入力：  wt△9△10△11 

表示：  --- 

 

(5) rd 

年月日の参照 

[例] 日付を参照します。 

入力：  rd 

表示： 2011/09/01 (Thu) 

 

(6) rt 

時分秒の参照 

[例] 時刻を参照します。 

入力： rt 

表示： 09：10：11 

 

(7) setip 

IPアドレスの設定と参照 

[例] 現在のIPアドレスを参照します。 

入力： setip 

表示： IP address： 192：168：1：1 

[例] IPアドレスに192．168．1．1を設定します。 

入力： setip△192．168．1．1 

表示： IP．[192：168：1：1] 

※ IPアドレス、ゲートウェイ、サブネットマスクは設定を有効にするには再起動してください。 
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(8) setgate 

ゲートウェイの設定と参照 

[例] 現在のゲートウェイを参照します。 

入力： setgate 

表示： Gateway ： 192：168：1：30 

[例] ゲートウェイに192．168．1．30を設定します。 

入力： setgate△192．168．1．30 

表示： Gateway．[192：168：1：30] 

※ IPアドレス、ゲートウェイ、サブネットマスクは設定を有効にするには再起動してください。 

 

(9) setmask 

サブネットマスクの設定と参照 

[例] 現在のサブネットマスクを参照します。 

入力： setmask 

表示： SubNetMask ： 255：255：255：0 

[例] サブネットマスクに255．255．255．0を設定します。 

入力： setmask△255．255．255．0 

表示： SubNetMask．[255：255：255：0] 

※ IPアドレス、ゲートウェイ、サブネットマスクは設定を有効にするには再起動してください。 

 

(10) setmip 

注： 相手先と接続が確立しないことが判っている場合は必ずマネージャーIPを(0．0．0．0)に設定してください。 

トラップ発行の反応が悪くなる可能性があります。 

SNMPマネージャーのIPアドレスの設定と参照 

[例] 現在のSNMPマネージャーのIPアドレスを参照します。 

入力： setmip 

表示： ManagerIP(1-10) ： 192：168：1：10 

(1～10が一度に表示されます) 

[例] マネージャーIP1アドレスに192．168．1．10を設定します。 

入力： setmip△1△192．168．1．10 

表示： ManagerIP1 [192：168：1：10] 
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(11) setcmty 

SNMPのコミュニティ名の設定と参照 

[例] 現在のコミュニティ名を参照します。 

入力： setcmty 

表示： Community Name ： public 

 [例] コミュニティ名にpublicを設定します。 

入力： setcmty△public 

表示： Community Name．[public] 

 

(12) ver 

バージョン情報の表示 

[例] 現在のCK-93HDのバージョンを表示する。 

入力： ver 

表示： -------------------------------- 

| SOFTWARE VERSION | 

-------------------------------- 

Project Name ： CK-93HD 

Vender Code ： VIDEOTRON Corp． 

Version Information ： 01．00．00 R00 

Birthday ： 2012/07/02 MON  Build-17：20：35 

 

-------------------------------- 

| HARDWARE VERSION | 

-------------------------------- 

Input LCA ： V0 

Output LCA ： V0 

 

(13) help 

コマンドの簡易説明の表示 

[例]  

入力： help 

表示： 各コマンドとコマンドの簡易説明が表示されます。 
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７．外部インターフェース 

1．PARALLEL REMOTE 

・アンフェノール24ピンメス  第一電子工業株式会社製 57FE-40240-20S 

ピン番号 I/O 信号 機能 

1 - GND 接点入力用 GND 

2 - GND 接点入力用 GND 

3 I 接点入力 
スーパー1 の ON/OFF。トリガー/オルタネイト制御。※1 ※2 
オルタネイト制御時は MAKE で ON。 

4 I 接点入力 
スーパー2 の ON/OFF。トリガー/オルタネイト制御。※1 ※2 
オルタネイト制御時は MAKE で ON。 

5 I 接点入力 
スーパー3 の ON/OFF。トリガー/オルタネイト制御。※1 ※2 
オルタネイト制御時は MAKE で ON。 

6 I 接点入力 スーパー1,2,3 すべてを同時にＯＦＦ。トリガー制御。※2 

7 I 接点入力 
エマージェンシースルーボード制御 1。オルタネイト制御。 
MAKE でエマージェンシースルー。 

8 I 接点入力 
エマージェンシースルーボード制御 2。オルタネイト制御。 
MAKE でエマージェンシースルー。 

9 I 接点入力 
エマージェンシースルーボード制御 3。オルタネイト制御。 
MAKE でエマージェンシースルー。 

10 I 接点入力 

オルタネイト制御： 
スーパー1 の CUT/FADE の切り替え  MAKE で FADE 
PV スーパー1 の ON/OFF  MAKE で ON 

トリガー制御： 
スーパー1 の CUT/FADE の切り替え 
PV スーパー1 の ON/OFF 

が選択可能。※2※3 

11 I 接点入力 

オルタネイト制御： 
スーパー2 の CUT/FADE の切り替え  MAKE で FADE 
PV スーパー2 の ON/OFF  MAKE で ON 

トリガー制御： 
スーパー2 の CUT/FADE の切り替え 
PV スーパー2 の ON/OFF 

が選択可能。※2※3 

12 I 接点入力 

オルタネイト制御： 
スーパー3 の CUT/FADE の切り替え  MAKE で FADE 
PV スーパー3 の ON/OFF  MAKE で ON 

トリガー制御： 
スーパー3 の CUT/FADE の切り替え 
PV スーパー3 の ON/OFF 

が選択可能。※2※3 

13 - COMMON 接点出力用 COMMON 

14 - COMMON 接点出力用 COMMON 

15 O 接点出力 スーパー1 が ON のとき、MAKE。 

16 O 接点出力 スーパー2 が ON のとき、MAKE。 

17 O 接点出力 スーパー3 が ON のとき、MAKE。 

18 O 接点出力 電源 A が OFF、または異常が生じたとき、MAKE。 

19 O 接点出力 電源 B が OFF、または異常が生じたとき、MAKE。 

20 O 接点出力 冷却ファン A に異常が生じたとき、MAKE。 

21 O 接点出力 冷却ファン B に異常が生じたとき、MAKE。 

22 O 接点出力 
スーパー1 が FADE、PV スーパー1 が ON で MAKE を選択可能。

※3 

23 O 接点出力 
スーパー2 が FADE、PV スーパー2 が ON で MAKE を選択可能。

※3 

24 O 接点出力 
スーパー3 が FADE、PV スーパー3 が ON で MAKE を選択可能。

※3 
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OPEN MAKE

ODD EVEN

SUPER ON接点レベルの変化点

1回目検知
2回目検知

接点レベルのMAKEをエッジで2回検知し、次のODDフィールドの始まりから数えて1フレーム後にスーパーをONします。
(スーパーOFFも同様です)

1、2

3～12

REMOTE
接点入力

ピン番号

＋５V

外部接点制御
 

PARALLEL

13、14

VCC

REMOTE
接点出力

外部タリーランプ等

ピン番号

15～24

PARALLEL

※1 トリガー制御/オルタネイト制御の切り替えは、メニューの設定で行います。 

※2 トリガー制御は 100ms 以上のパルスで制御してください。 

※3 PIN10、22/PIN11、23/PIN12、24 ごとにメニューで設定します。 

 

 

 

 

 

 

本体背面からの図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ TTL信号で制御する際は、吸い込み電流が12mAまで耐えられるデバイスで駆動してください。 

※ 接点出力の絶対最大定格は 60V、300mA です。外部抵抗で電流を 300mA 以下に制限してください。 

 

・REMOTE制御 SUPER ON/OFF タイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 12 

13 24 
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2．RS-232C 

(1) 概要 

RS-232C ケーブル(ストレート)で接続し、指定の通信プロトコルによって外部より CK-93HD をコントロールする 

ことができます。 

 

(2) 通信仕様 

同期方式 調歩同期 

通信速度 9600bps， 19200bps， 38400bps※1 

データビット 8bit 

パリティ なし 

ストップビット 1bit 

※1 メニューの[SYSTEM]→[BAUD RATE]で設定できます。 

 

(3) 通信手順 

コントローラーからの 1 回の制御コマンド(①)に対し、必ず CK-93HD は応答コマンド(②)を返信します。 

コントローラーは CK-93HD からの応答を待たずに次のコマンドを送ることはできません。 

 

(4) 通信フォーマット 

送受信コマンドは ASCII 文字コードです。 

下表は 16 進数の ASCII コード表です。 

  上位 4 ビット 

  00 10 20 30 40 50 60 70 

下
位

4
ビ

ッ
ト

 

00 NUL DLE SP 0 @ P ‘ p 

01 SOH DC1 ! 1 A Q a q 

02 STX DC2 “ 2 B R b r 

03 ETX DC3 # 3 C S c s 

04 EOT DC4 $ 4 D T d t 

05 ENQ NAK % 5 E U e u 

06 ACK SYN & 6 F V f v 

07 BEL ETB ’ 7 G W g w 

08 BS CAN ( 8 H X h x 

09 HT EM ) 9 I Y i y 

0A NL SUB * ： J Z j z 

0B VT ESC + ； K [ k { 

0C NP FS ， < L \ l | 

0D CR GS - = M ] m } 

0E SO RS ． > N ^ n ˉ 

0F SI US / ? O _ o DEL 

 

② 応答コマンド 

① 制御コマンド 

CK-93HD コントローラー 
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1) 制御コマンド 

STX + SN + BC + CMD + CH+ PRM0～PRMn + CS + ETX 

$は 16 進表現です。 

STX スタートコード (1byte) 

‘#’($23) 固定 

SN 通し番号 (2byte) 

01～99： コマンドの取りこぼしがないか通し番号をチェックする。 

コマンドを送信するたびに+1 づつカウントアップする。 

99 からのカウントアップは 01 にする。 

 

00： 通し番号のチェックをしない。 

BC パラメーターのバイトカウント (2byte) 

パラメーターのバイト数。 

CMD コマンド (2byte) 

コマンドがアルファベットの大文字/小文字の場合は CK-93HD への設定コマンドを意

味し、 

小文字/大文字の場合は現在の設定を問い合わせるコマンドであることを意味しま

す。 

(詳細は後述) 

CH チャンネル (2byte) 

00 ： 下記以外 

11～13： LINE1～3 

21～23： SUPER1～3 

PRM パラメーター (0～nbyte) 

コマンド実行に必要なデータ (詳細は後述) 

CS チェックサム (4byte) 

スタートコードからパラメーターまでを 1 バイトづつ足した総和の下位 2 バイトを 2 の補

数にして 16 進数の文字列にしたもの。 

ETX エンドコード (1byte) 

CR($0D) 固定 

 

2) 応答コマンド 

STX + SN + BC + STS + PRM0～PRMn + CS + ETX 

$は 16 進表現です。 

STX スタートコード (1byte) 

‘#’($23) 固定 

SN 通し番号 (2byte) 

制御コマンドの通し番号がそのまま入ります。 

00 以外を制御コマンドで付加した場合、応答コマンドの通し番号を見ることで 

どのコマンドの応答コマンドかを判断します。 

BC パラメーターのバイトカウント (2byte) 

パラメーターのバイト数。 

STS ステータス (2byte) 

実行結果 (詳細は後述) 

PRM パラメーター (0～nbyte) 

取得コマンドで要求されたデータ (詳細は後述) 

CS チェックサム (4byte) 

スタートコードからパラメーターまでを 1 バイトづつ足した総和の下位 2 バイトを 2 の補

数にして 16 進数の文字列にしたもの。 
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ETX エンドコード (1byte) 

CR($0D) 固定 

(5) 通信プロトコル 

1) コントローラーと CK-93HD 間の通信は、コントローラーが主導権を持つことを原則とします。 

コントローラーから発信したコマンドを CK-93HD が受信した場合は、応答コマンドに下記のステータス 

などを付加して送り返します。 

a) 正常にコマンドを受信した場合 応答コマンドステータス A0 or A1 

b) データを要求しているコマンドを受信した場合 応答コマンドステータス A0 or A1 +パラメーター 

c) 通信エラーか未定義のコマンドを受信した場合 応答コマンドステータス N1～N3 

2) コントローラーはコマンドを CK-93HD に送った後、その返答を受信する前に次のコマンドを送って 

はなりません。 

(※ CK-93HD からの返答を待たずにコマンドを送信した場合の動作は保証されません。) 

3) コントローラーはコマンド送信後ある程度待って CK-93HD から応答がない場合にはコントローラー 

と CK-93HD 間の通信が正確に行われなかったと判断し、タイムアウトの処置をとる必要があります。 

 

(6) 応答コマンドステータス 

ステータス 1 ステータス 2 説明 

A 

0 正常終了。 

1 正常終了。 

ただし通し番号が連番になっていない。 

※ 制御コマンドの通し番号に 01～99 を付加した場合

のみ 

N 

1 不正なコマンドまたはチャンネルのエラー。 

2 不正なパラメーターのエラー。 

3 上記以外のエラー。 

 

(7) コマンド一覧 

CH：00 システム系コマンド 

CMD BC パラメーター 機能 
応答コマンド 

BC 

応答コマンド 

パラメーター 

Aa 1 1～3 SELECT1 の設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Ab 1 1～3 SELECT2 の設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Ac 1 
0： トリガー 

1：オルタネイト 

リモート スーパーオン/オ

フ制御の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Ad 1 
0： OFF 

1： 98% 

セーフティーマーカーの設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Ae 5  -2199～+2199 OUTPUT PHASE H の設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Aｆ 5  -0003～+0003 OUTPUT PHASE V の設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Aｇ 1 
0： OFF 

1： ON 
CLOSED CAPTION の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Aｈ 1 
0： OFF 

1： ON 
NET Q の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 
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Ai 1 
0：9600、 1：

19200、 2：38400 
RS-232C の通信速度 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Ap 1 

0： CUT/FADE 切

替 

(ALT 制御) 

1 ：  PREVIEW 

TAKE 

(TRG 制御) 

2： CUT/FADE 切

替 

(TRG 制御) 

3 ：  PREVIEW 

TAKE 

(ALT 制御) 

REMOTE PIN10,22 への機

能割り当ての設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Aq 1 

0： CUT/FADE 切

替 

(ALT 制御) 

1 ：  PREVIEW 

TAKE 

(TRG 制御) 

2： CUT/FADE 切

替 

(TRG 制御) 

3 ：  PREVIEW 

TAKE 

(ALT 制御) 

REMOTE PIN11,23 への機

能割り当ての設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Ar 1 

0： CUT/FADE 切

替 

(ALT 制御) 

1 ：  PREVIEW 

TAKE 

(TRG 制御) 

2： CUT/FADE 切

替 

(TRG 制御) 

3 ：  PREVIEW 

TAKE 

(ALT 制御) 

REMOTE PIN12,24 の機能

割り当ての設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

            

aA 0 なし SELECT1 の設定を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 1～3 

エラー ： なし 

aB 0 なし SELECT2 の設定を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 1～3 

エラー ： なし 

aC 0 なし 
リモート スーパーオン/オ

フ制御の設定を取得 

正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： トリガー 

  1： オルタネート 

エラー ： なし 

aD 0 なし 
セーフティーマーカーの設

定を取得 

正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： OFF 

  1： 98% 

エラー ： なし 

aE 0 なし 
OUTPUT PHASE H の設定

を取得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： -2199～+2199 

エラー ： なし 

aF 0 なし 
OUTPUT PHASE V の設定

を取得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： -0003～+0003 

エラー ： なし 
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aG 0 なし CLOSED CAPTION を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： OFF 

  1： ON 

エラー ： なし 

aH 0 なし NET Q を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： OFF 

  1： ON 

エラー ： なし 

aI 0 なし 
RS-232C の通信速度を取

得 

正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： 9600 

  1： 19200 

  2： 38400 

エラー ： なし 

aP 1 なし 
REMOTE PIN10,22 のアサ

インの取得 

正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： CUT/FAD 切替 

(ALT 制御) 

 1： PREVIEW TAKE 

(TRG 制御) 

 2： CUT/FAD 切替

(ALT 制御) 

 3： PREVIEW TAKE 

(TRG 制御) 

エラー： なし 

aQ 1 なし 
REMOTE PIN11,23 のアサ

インの取得 

正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： CUT/FAD 切替 

(ALT 制御) 

 1： PREVIEW TAKE 

(TRG 制御) 

 2： CUT/FAD 切替

(ALT 制御) 

 3： PREVIEW TAKE 

(TRG 制御) 

エラー： なし 

aR 1 なし 
REMOTE PIN12,24 のアサ

インの取得 

正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： CUT/FAD 切替 

(ALT 制御) 

 1： PREVIEW TAKE 

(TRG 制御) 

 2： CUT/FAD 切替

(ALT 制御) 

 3： PREVIEW TAKE 

(TRG 制御) 

エラー： なし 

            

Oa 3 

000 

右から順 

1byte 目：SUPER1 

2byte 目：SUPER2 

3byte 目：SUPER3 

 

0：SUPER OFF 

1：SUPER ON 

2：何もしない 

TAKE を実行する。 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 
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Ob 2 

00： IP アドレスの

反映 

01： RS-232C ボー

レートの反映 

指定された設定の反映など

をする。 

 

RS-232C ボーレートを反映

した場合、応答コマンドは

反映したボーレートで返信

されます。 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Oc 1 
0：操作禁止解除 

1：操作禁止設定 

本体正面からの操作禁止

を 

設定/解除 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Od 3 

000 

右から順 

1byte 目：SUPER1 

2byte 目：SUPER2 

3byte 目：SUPER3 

 

0：SUPER OFF 

1：SUPER ON 

2：何もしない 

プレビューTAKE を実行す

る。 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー： なし 

            

oA 0 なし 
SUPER1-3の状態を取得す

る。 

正常 ： 3 

エラー ： 0 

正常 ： 000 

  右から順   

    1byte 目： SUPER1 

    2byte 目： SUPER2 

    3byte 目： SUPER3 

 

    0：SUPER OFF 

    1：SUPER ON 

    2：SUPER OFF -> ON 

    3：SUPER ON -> OFF 

エラー ： なし 

oC 0 なし 

本体正面の操作禁止の状

態 

を取得する。 

正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0：操作可能 

  1：操作禁止 

エラー ： なし 

oD 0 なし 
プレビューSUPER1-3 の状

態を取得する。 

正常 ： 3 

エラー ： 0 

正常 ： 000 

 

  右から順   

     1byte 目： SUPER1 

     2byte 目： SUPER2 

     3byte 目： SUPER3 

 

     0：SUPER OFF 

     1：SUPER ON 

     2：SUPER OFF->ON 

     3：SUEPR ON->OFF 

エラー： なし 
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CH：00 ネットワーク系コマンド 

CMD BC パラメーター 機能 
応答コマンド 

BC 

応答コマンド 

パラメーター 

Ba 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 
IP アドレスの設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bb 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 
SubnetMask の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bｃ 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 
Gateway の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bd 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 1 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Be 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 2 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bf 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 3 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bg 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 4 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bh 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 5 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bi 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 6 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bj 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 7 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bk 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 8 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bl 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 9 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bm 15 
000.000.000.000～

255.255.255.255 

Manager IP アドレス 10 の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Bn 0 
半角英数字 15 文

字 

SNMP のコミュニティ名登

録。 

半角英数字での指定。 

終端以降はスペース(0x20)

で埋めてください。 

初期値： public 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

            

bA 0 なし IP アドレスを取得 
正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bB 0 なし SubnetMask を取得 
正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bC 0 なし Gateway の設定を取得 
正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bD 0 なし 
Manager IP アドレス 1 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 
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bE 0 なし 
Manager IP アドレス 2 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bF 0 なし 
Manager IP アドレス 3 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bG 0 なし 
Manager IP アドレス 4 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bH 0 なし 
Manager IP アドレス 5 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bI 0 なし 
Manager IP アドレス 6 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bJ 0 なし 
Manager IP アドレス 7 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bK 0 なし 
Manager IP アドレス 8 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bL 0 なし 
Manager IP アドレス 9 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー： なし 

bM 0 なし 
Manager IP アドレス 10 を取

得 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： 000.000.000.000～

255.255.255.255 

エラー ： なし 

bN 0 なし 
SNMP のコミュニティ名を取

得。 

正常 ： 15 

エラー ： 0 

正常 ： コミュニティ名 

エラー ： なし 

 

15 文字に満たない場合はコ

ミュニティ名の後ろをスペース

(0x20)で埋める。 

 

 

CH：11～13 ライン系コマンド 

CMD BC パラメーター 機能 
応答コマンド 

BC 

応答コマンド 

パラメーター 

Ca 1 

0： SQUEEZE 

1：EDGE CROP 

2：SIDE PANEL 

ライン アスペクトの設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Cb 5 00000～00031 ライン エンハンスの設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Cc 5 -0150～+0150 
アナログルミナンスゲイン

の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 
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Cd 5 -0150～+0150 
アナログクロマゲインの設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー： なし 

Ce 1 
0： OFF 

1： ON 
AGC の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Cf 1 
0： OFF 

1： ON 
DNR の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Cg 1 

0： SDI 

1： ANALOG 

2，3： AUTO 

VIDEO SELECT の設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Ch 1 

0： FS+UPCON 

1： AVDL+UPCON 

2： AVDL 

シンクロナイズモードの設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常  ： なし 

エラー ： なし 

            

cA 0 なし ライン アスペクトを取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： SQUEEZE 

  1： EDGE CROP 

  2： SIDE PANEL 

エラー ： なし 

cB 0 なし ライン エンハンスを取得 
正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： 00000～00031 

エラー ： なし 

cC 0 なし 
アナログルミナンスゲイン

を取得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： -0150～+0150 

エラー ： なし 

cD 0 なし 
アナログクロマゲインを取

得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： -0150～+0150 

エラー ： なし 

cE 0 なし AGC を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： OFF 

  1： ON 

エラー ： なし 

cF 0 なし DNR を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： OFF  

  1： ON 

エラー ： なし 

cG 1 なし VIDEO SELECT の取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： SDI 

  1： ANALOG 

     2，3： AUTO 

エラー ： なし 

cH 1 なし AVDL の取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： FS+UPCON 

  1： AVDL+UPCON 

  2： AVDL 

エラー ： なし 

            

Eb 1 
0： disable 

1： enable 
EMG の制御 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

            

eA 0 なし LINE 入力の状態を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： 入力なし 

  1： 1080i 

  2： 525i 

  3： アナログ 

エラー ： なし 

eB 0 なし EMG の状態を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： disable 

  1： enable 

エラー ： なし 
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CH：21～23 スーパー系コマンド 

CMD BC パラメーター 機能 
応答コマンド 

BC 

応答コマンド 

パラメーター 

Da 1 
0=CUT 

1=FADE 

トランジションの設定 

※オン/オフで同じ設定に

なります。 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Db 5 00001～00150 

トランジションスピード 

※オン/オフで同じ設定に

なります。 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Dc 1 

0：EXT 

1：SELF 

2：AUTO 

キーセレクトの設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Dd 5 00000～00150 外部キーゲインの設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

De 5 00000～00255 セルフキーゲイン Yの設定 
正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Df 5 00000～00255 
セルフキーゲイン C の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Dg 5 -1920～+1920 
スーパーポジション H の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Dh 5 -1080～+1080 
スーパーポジション V の設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Di 1 

0： SQUEEZE 

1：EDGE CROP 

2：SIDE PANEL 

スーパー アスペクトの設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Dj 5 00000～00031 
スーパー エンハンスの設

定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー ： なし 

Dk 1 
0=CUT 

1=FADE 
オントランジションの設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー： なし 

Dl 1 00001～00150 
オントランジションスピード

の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー： なし 

Dm 1 
0=CUT 

1=FADE 
オフトランジションの設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー： なし 

Dn 1 00001～00150 
オフトランジションスピード

の設定 

正常 ： 0 

エラー ： 0 

正常 ： なし 

エラー： なし 

            

dA 0 なし トランジションを取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： CUT 

  1： FADE 

エラー ： なし 

dB 0 なし 
トランジションスピードを取

得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： 0001～00150 

エラー ： なし 

dC 0 なし キーセレクトを取得 
正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： 0：EXT 

  1：SELF 

  2：AUTO 

エラー ： なし 
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dD 0 なし 外部キーゲインを取得 
正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： 00000～00150 

エラー ： なし 

dE 0 なし セルフキーゲイン Y を取得 
正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： 00000～00255 

エラー ： なし 

dF 0 なし セルフキーゲイン C を取得 
正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： 00000～00255 

エラー ： なし 

dG 0 なし 
スーパーポジション H を取

得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： -1920～01920 

エラー ： なし 

dH 0 なし 
スーパーポジション V を取

得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： -1080～01080 

エラー ： なし 

dI 0 なし スーパー アスペクトを取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： SQUEEZE 

  1： EDGE CROP 

  2： SIDE PANEL 

エラー ： なし 

dJ 0 なし 
スーパー エンハンスを取

得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： 00000～00031 

エラー ： なし 

dK 0 なし オントランジションを取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： CUT 

  1： FADE 

エラー ： なし 

dL 0 なし 
オントランジションスピード

を取得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： 0001～00150 

エラー ： なし 

dM 0 なし オフトランジションを取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： CUT 

  1： FADE 

エラー ： なし 

dN 0 なし 
オフトランジションスピード

を取得 

正常 ： 5 

エラー ： 0 

正常 ： 0001～00150 

エラー ： なし 

            

ｆA 0 なし KEY 入力の状態を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： 入力なし 

  1： 1080i 

  2： 525i 

エラー ： なし 

ｆB 0 なし FILL 入力の状態を取得 
正常 ： 1 

エラー ： 0 

正常 ： 0： 入力なし 

  1： 1080i 

  2： 525i 

エラー ： なし 

 

(8) 制御例 

次の例の英数字記号は ASCII 文字とし、キャリッジリターン(16 進数で 0D)は CR で表します。 

 

例 1： SUPER1/2 を ON TAKE、SUPER3 を OFF TAKE する。 

コントローラーから送信 #0003Oa00011FD78CR 

CK-93HD からの返信 #0000A0feacCR 

 

例 2： SUPER の状態を取得する。 

コントローラーから送信 #0000oA00FE0DCR 

CK-93HD からの返信 #0003A0011fe17CR SUPER1/2 は ON TAKE 中、SUPER3 は OFF TAKE 中 
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例 3： SUPER1 のトランジションを CUT にする。 

コントローラーから送信 #0001Da210FDE4CR SUPER1 のトランジションを CUT 

CK-93HD から返信 #0000A0feacCR 

 

 

例 4： SUPER2 のトランジションを FADE 50 フレームにする。 

コントローラーから送信 #0101Da221FDE1CR SUPER2 のトランジションを FADE 

CK-93HD から返信 #0100A0feabCR 

コントローラーから送信 #0205Db2200050FD17CR SUPER2 のトランジションスピードを 50 フレーム 

CK-93HD から返信 #0200A0feaaCR 

 

例 5： コミュニティ名を変更する。 

コントローラーから送信 #0315Bn00imagenics△△△△△△F994CR コミュニティ名に”imagenics”を設

定 

CK-93HD から返信 #0300A0fea9CR 

コントローラーから送信 #0400bN00FE09CR 現在のコミュニティ名を問い合わせ 

CK-93HD から返信 #0415A0imagenics△△△△△△fa32CR 

 

例 6： 不正なコマンドを送る。 

コントローラーから送信 #0003OA00221FD95CR 

CK-93HD からの返信 #0000N1fe9eCR 

エラーを返した場合一切コマンド処理をしていません。 

 

例 7： 不正なチェックサムを送る。 

コントローラーから送信 #0003Oa00011FD77CR 

CK-93HD からの返信 #0000N3fe9cCR 

 

例 8： 通し番号を非連続で送る。 

コントローラーから送信 #0103Oa00001FD78CR 

CK-93HD からの返信 #0100A0feabCR 

コントローラーから送信 #0303Oa00010FD76CR 

CK-93HD からの返信 #0300A1fea8CR 通し番号が 01 から 03 に飛んだのでステータスが 

‘A1’になっています 

コントローラーから送信 #0403Oa00100FD75CR 

CK-93HD からの返信 #0400A0fea8CR 
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(9) RS-232C ピンアサイン 

・D-sub9 ピンオス  ヒロセ電機株式会社製 HDEB-9P 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 4 番ピンと 6 番ピン間は、本体内部で接続されています。 

 

 

本体背面からの図 

 

 

ピン番号 I/O 信号 

1 - NC 

2 O TXD 

3 I RXD 

4 I DSR 

5 - GND 

6 O DTR 

7 I CTS 

8 O RTS 

9 - NC 

51

6 9
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８．ファンユニット交換方法 

 

P -Ⅰ～Ⅲ「この製品を安全にご使用いただくために」の内容を確認し、安全に作業を行ってください。 

 

1. ファンユニット取り外し方法 

 

本体背面 

 

 

                                                               (3) 

 

 

 

                                                                  (1) 

 

 

 

 

 

                  (2) 

 

 

(1) ファンユニット電源端子の抜け止めを押しながらコネクターを引き抜きます。 

(2) ファンの回転が止まったら M2.6 用ドライバにて取り付けネジが空回りするまで緩めます。 

(3) ファンユニット電源端子とケーブルクランプの間を持ちながら引き抜きます。 
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2. ファンユニット実装方法 

 

本体背面 

 

 

            (1)上                             (1)上 

                                            (3) 

                                                             (4) 

                                                    (3) 

 

               (2)                               (2) 

                                                    (3) 

 

                                            (3) 

             (1)下                            (1)下 

 

 

 

 

 

 

                                                            (5) 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 背面より、ファンユニットの実装位置を確認します。 

(2) ファンユニット実装位置にファンユニットを垂直・水平に挿入します。 

(3) M2.6 用ドライバにてファンユニット取り付けネジを締め付けファンユニットを固定します。 

(4) ファンユニット電源端子を背面にある端子に挿入し、ファンユニットが動作しているか確認します。 

(5) 前面にあるＦＡＮ ALARM ランプが橙色に点滅していなければ正常動作となります。 
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９．トラブルシューティング 

 

トラブルが発生した場合の対処方法です。 

（文中の→は対処方法を示しています） 

 

現 象 POWERランプが点灯しない！ 

  PSY ALARMランプが点灯した！ 

原 因 ・本体正面の電源スイッチはON側になっていますか？ 

  ・本体の電源ケーブルは確実に接続されていますか？ 

  ・電源電圧・周波数は正しいですか？ 

→電源電圧・周波数を確認してください。電源電圧は90～250V、周波数は50～60Hzです。 

→接続が正しくて点灯しない場合は故障が考えられます。当社製造技術部までご連絡ください。 

→PSY ALARMランプが点滅している場合、本体がつながっているシステムの供給電源に異常があ

る可能 

 性があります。本体をシステムから外し、正常な供給電源に接続してください。 

それでも症状が改善されない場合は、本体の電源が故障した可能性があります。 

当社製造技術部までご連絡ください。 

 

現 象 PSY ALARMランプが消灯しない！ 

原 因 ・本体への供給電源は正常ですか？ 

→本体のつながっているシステムの供給電源に異常がある可能性があります。本体をシステムから

外し、正常な供給電源に接続してください。それでも症状が改善されない場合、本体の電源が故

障した可能性があります。当社製造技術部までご連絡ください。 

 

現 象 FAN ALARMランプが点灯した！ 

原 因 ・ファンに埃などが付着していませんか？ 

→P-48｢8.ファンユニット交換方法｣を参照し､ファンユニットを取り外し清掃してください。清掃後も点

灯している場合は故障が考えられます。当社製造技術部までご連絡ください。 

 

現 象 FAN ALARMランプが消灯しない！ 

原 因 ・ファンユニット電源端子は本体へ接続をしていますか？ 

→P-49 ｢8.ファンユニット交換方法｣を参照してください。 

接続が正確で消灯しない場合は、故障が考えられます。当社製造技術部までご連絡ください 

 

現 象 ファンユニットが取り外せない！ファンユニットが実装出来ない！ 

原 因 ・ファンユニット、もしくは本体のフレームなどがゆがんでいませんか？ 

→ゆがんで見える場合、筐体破損が原因と考えられます。当社製造技術部までご連絡ください。 
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現 象 正面操作パネルが反応しない！ 

原 因 ・ロックボタンは解除されていますか？(点灯していませんか？) 

→ロックボタンを解除してください。P-5「(13)PANEL LOCKボタン」を参照してください。 

 

現 象 映像が出力されない、出力映像がおかしい！ 

原 因 ・出力に対する映像入力の選択は正しいですか？ 

→映像入力の選択を確認してください。P-12「①SELECTOR1、②SELECTOR2」、P-15「①VIDEO 

SELECT」を参照してください。 

・映像入力フォーマットは正しいですか？ 

→映像入力のフォーマットは、本機で受信できるものを入力してください。 

LINE IN：HD 1080i/59.94、SD 525i/59.94、アナログNTSC 525i/59.94 

※P-16「⑧SYNC MODE」をAVDLに設定時は、LINE入力は1080i/59.94の信号のみを受信します。 

KEY IN：HD 1080i/59.94、SD 525i/59.94 

FILL IN：HD 1080i/59.94、SD 525i/59.94 

 

現 象 映像が同期しない！ 

原 因 ・REF信号は接続されていますか？ 

→ブリッジ接続されている場合は、75Ω終端の確認をしてください。 

ブリッジ接続しない場合は、内部終端されますのでOUT側の端子は未接続にしてください。 

 

現 象 音声が出力されない！ 

原 因 ・SDI INにエンベデッド音声が重畳されていますか？入力レベルは適切ですか？ 

・LINE入力の映像がアナログでありませんか？ 

→アナログ入力時は音声が出力されません。 

 

現 象 設定したデータがバックアップされない！ 

原 因 ・設定した最後にUTILITYを押してからメニューを閉じられましたか？ 

→設定した最後にはUTILITYを押してからMENUを押してメニューから抜けてください。 

 

現 象 メニューが表示されない！ 

原 因 ・SYSTEMのMENUの設定は”ON”になっていますか？ 

→MENUの設定を”ON”にしてください。 

 

現 象 マーカーが表示されない！ 

原 因 ・SYSTEMのS. MARKERの設定は”98%”になっていますか？ 

→S. MARKERの設定を”98%”にしてください。 
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※パッチ盤使用に関するお知らせ 
 

当機種は、LINE OUT1を本線、LINE OUT2をパッチ盤に接続してご使用の際、パッチ盤への 

ジャック挿抜により、稀にLINE OUT1にCRCエラーが発生する場合があります（OUT2本線、 

OUT1パッチ時も同様）。 

運用中のパッチ盤切り替えはなるべく行わないようお願いいたします。 

本事象は、LINE OUT1とLINE OUT2で同一のデバイスを使用し、一方が正(+)出力、もう一方が 

負(-)出力の回路構成でのみ発生します。 

なお、本事象はHD-SDIでのみ発生いたします。 

 

 

 

お問い合わせは、当社製造技術部までご連絡ください。 
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１０．仕 様 

1．機 能 

アップコンバーター 

・ASPECT 

 

入力映像をアップコンバートできます。 

(SQUEEZE、EDGE CROP、SIDE PANEL) 

スーパー 

・KEY SELECT AUTO 

・SUPER POSITION 

・KEY GAIN 

・TRANSITION 

 

KEY入力がないときは自動でSELF KEYに切り替わります。 

H,V任意の位置へ移動ができます。 

SUPERのゲイン調整ができます。 

CUT、FADE（1～150フレーム） 

セレクター 

・SELECTOR1 

・SELECTOR2 

 

OUTPUT2(DSK2)のLINE信号を選択できます。(簡易ブロック図参照) 

OUTPUT3(DSK3)のLINE信号を選択できます。(簡易ブロック図参照) 

リモート 

・TRG/ALT 

PARALLEL REMOTEからのスーパーのON/OFFをトリガー制御かオルタ

ネイト制御かの選択ができます。 

セーフティーマーカー 

・98% 

 

PV出力に98%マーカーのON/OFFができます。 

オンスクリーンメニュー 

・MENU 

 

PV出力に操作メニューのON/OFFができます。 

出力位相調整 

・OUTPUT PHASE 

 

リファレンスロック時に-4H～+4Hの出力位相調整ができます。 

OUTPUT PHASEの調整は、LINE1～LINE3で共通の設定になります。 

シンクロナイズモード 

・FS＋UPCON 

 

・AVDL＋UPCON 

 

 

 

 

・AVDL 

 

 

非同期のLINE入力信号をリファレンス信号に同期させて出力するモー

ドです。 

リファレンス信号とLINE入力信号が同期している場合に使用し、フ

レーム遅延で出力するモードです。ブランキングスイッチャー後段の映

像のショックを吸収したい時に有用です。 

※アナログNTSCコンポジット信号入力時はブランキングスイッチ時に

ショックが出ます。 

リファレンス信号とLINE入力信号が同期している場合に使用し、ライン

またはドット遅延で出力するモードです。ブランキングスイッチャー後

段の映像のショックを吸収したい時に有用です。 

※ドット遅延で出力する場合、OUTPUT PHASEの調整が必要になります。 

  OUTPUT PHASEの調整は、LINE1～LINE3で共通の設定になります。 

※AVDL設定時、LINE入力は1080i/59.94の信号のみを受信します。 

 

2．定 格 

入力信号 

・INPUT 1～3 - LINE 

 

・INPUT 1～3 - KEY 

・INPUT 1～3 - FILL 

・REF IN  

 

SMPTE292M、SMPTE259M-C準拠、0.8Vp-p/75Ω、 

または SMPTE170M準拠、       1.0Vp-p/75Ω、BNC 各1系統 

SMPTE292M、SMPTE259M-C準拠、0.8Vp-p/75Ω、BNC 各1系統 

SMPTE292M、SMPTE259M-C準拠、0.8Vp-p/75Ω、BNC 各1系統 

BBS、0.43Vp-p/75Ω、BNC 1系統(ブリッジ可) 

または 3 値 SYNC、0.6 Vp-p/75Ω、BNC ※BBS と 3 値 SYNC は自動切替 

出力信号 

・OUTPUT 1～3 – LINE 

・OUTPUT 1～3 – PV 

 

SMPTE292M準拠、0.8Vp-p±10%/75Ω、BNC 各2系統 

SMPTE292M準拠、0.8Vp-p±10%/75Ω、BNC 各1系統 
  

外部I/F 

・PARALLEL REMOTE 

 
 

 

 

 

アンフェノール24ピンメス 1系統 

接点入力×10 ※1、接点出力×10 ※2 
※1 TTL信号で制御する際は、吸い込み電流が12mAまで耐えられるデバイスで駆動してください。 

※2 接点の絶対最大定格は60V、300mAです。外部抵抗で電流を300mA以下に制限してください。 
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・RS-232C 

・10/100BASE 

D-sub9ピンオス 1系統 

RJ-45 1系統 
  

映像出力フォーマット HD：1080i/59.94 

音声フォーマット エンベデッドオーディオ 48kHz/24bit(SD入力時は20bit)、8ch 

電源 AC90～250V、50/60Hz 

消費電力 110VA 

外形寸法 420(W) × 88(H) × 400(D) mm (突起部含まず) 

質量 約7kg 

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 20～80%RH（ただし結露なき事） 
 

3．性 能 

入力特性  

・INPUT 1～3 – LINE (SDI入力時) 

INPUT 1～3 – KEY / FILL 

分解能 

サンプリング周波数 

イコライザー特性 

反射減衰量 

 

 

・INPUT 1～3 – LINE (ｱﾅﾛｸﾞ入力

時) 

分解能 

サンプリング周波数 

 

 

 

10bit 

HD：74.18MHz、SD：13.5MHz 

HD：100m/5CFB、SD：200m/5C2V 

HD：5 MHz～742.5 MHz、15 dB 以上 

HD：742.5 MHz～1.485 GHz 、10 dB 以上 

SD：5 MHz～270MHz 、15 dB以上 

 

10bit 

13.5MHz 

出力特性 

・OUTPUT 1～3 – LINE 

OUTPUT 1～3 – PV 

分解能  

サンプリング周波数 

信号振幅 

反射減衰量 

 

立ち上がり/立ち下がり時間 

オーバーシュート 

DCオフセット 

ジッター特性 

アライメント 

タイミング 

 

 

 

10bit 

74.18MHz 

0.8Vp-p±10%/75Ω 

5 MHz～742.5 MHz、15 dB 以上 

742.5 MHz～1.485 GHz 、10 dB 以上 

270ps 以下(20%～80%間) 

10%以下 

0V±0.5V 

 

0.2UI 

1.0UI 

映像引き込み範囲 

・INPUT1～3 – LINE 

FS＋UPCON 

AVDL＋UPCON 

 

AVDL 

 

・INPUT 1～3 – KEY / FILL 

 

 

HD、SD、アナログ：非同期入力に対応 

HD：約±14μs 

SD、アナログ：約±30μs 

HD：約 - 28μs ～ - 4μs 

※AVDL 設定時、LINE 入力は 1080i/59.94 の信号のみを受信します。 

HD、SD：非同期入力に対応 
  

映像出力遅延 

・INPUT 1～3 – LINE 

FS＋UPCON 

 

 

AVDL＋UPCON 

 

 

 

 

非同期信号入力時：HD：約 0.2～1.2 フレーム 

SD、アナログ：約 0.7～1.2 フレーム 

リファレンス信号に同期した信号を入力した時：約 1 フレーム 

約 1 フレーム 
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AVDL 

 

 

 

・INPUT 1～3 – KEY / FILL  

 

 

ライン信号がリファレンス信号より約 4μs 以上進んでいる場合はリ

ファレンス信号と同位相で出力されますが、それより遅れている場合

は 1 ライン落ちて出力されます。 

※AVDL 設定時、LINE 入力は 1080i/59.94 の信号のみを受信します。 

非同期信号入力時：HD：約 0.2～1.2 フレーム 

SD：約 0.7～1.2 フレーム 

リファレンス信号に同期した信号を入力した時：約 1 フレーム 
  

音声出力遅延 

・INPUT 1～3 – LINE 

FS＋UPCON 

 

AVDL＋UPCON 

AVDL 

 

 

HD：約 0.7 フレーム 

SD：約 1 フレーム 

約 1 フレーム 

本線映像出力遅延に同じ 

PARALLEL REMOTE 

・接点入力 

・接点出力 

 

12mA 最大定格 

60V/300mA 最大定格 
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１１．ブロック図 
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U/C
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SRC Audio Frame Delay
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簡易ブロック図
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１２．エマージェンシースルーボード 

1．ブロック図 

 

LINE IN

RET

LINE OUT

SEND

本体の電源OFF時、またはPARALLEL REMOTEからの接点入力制御がON時

LINE IN

RET

LINE OUT

SEND

本体の電源ON時、またはPARALLEL REMOTEからの接点入力制御がOFF時

(from CK-93HD LINE OUT)

(from CK-93HD LINE OUT)

(to CK-93HD LINE IN)

(to CK-93HD LINE IN)

RELAY
UNIT

RELAY
UNIT

 

 

2．仕 様 

入力信号 

・EMG1～3 - LINE IN 

 

・EMG1～3 - RET 

 

SMPTE292M、SMPTE259M-C準拠、0.8Vp-p/75Ω、 

または SMPTE170M準拠、      1.0Vp-p/75Ω、BNC 各1系統 

SMPTE292M準拠、0.8Vp-p/75Ω、BNC 各1系統 

出力信号 

・EMG1～3 - LINE OUT 

・EMG1～3 - SEND 

 

機械式リレーのため入力信号に依存、BNC 各1系統 

機械式リレーのため入力信号に依存、BNC 各1系統 

出力遅延 機械式リレーのためなし 
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3．接続例 

(1) 1系統 3chカラースーパーEMG機能使用時 

 

(2) 3系統 1chカラースーパーEMG機能使用時 

 

 

LINE OUT1

PV OUT1

SUPER1 素

材 
KEY  

FILL 

REF 信号 

AC100V 

LINE OUT2 LINE OUT3

SUPER2 素

材 
KEY  

FILL SUPER3 素

材 
KEY  

FILL 

PV OUT2

PV OUT3

LINE1 信

号 

LINE2 信

号 

LINE3 信

号 

LINE OUT

SUPER1 素

材 
KEY  

FILL 

REF 信号 

AC100V 

SUPER2 素

材 
KEY  

FILL SUPER3 素

材 
KEY  

FILL 

PV OUT

LINE 信号 
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１３．外形寸法図 
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2m

57E-30240
第一電子工業株式会社

XLR3-11C
ITTキャノン

CK-93HD
PARALLEL REMOTE
コネクターへ接続

CK-70-03
CONTROL
コネクターへ接続

１４．リモコン（オプション CK-70-03、CK-93HD-01） 

1．概 説 

CK-70-03 と CK-93HD-01 は CK-93HD に接続するリモコンとその接続ケーブルです。 

CK-70-03 TAKE リモコンはトランジション実行ができます。 

※ TAKE ON 時にリモコン上のランプは点灯しませんのでご注意ください。 

 

2．構 成 

【CK-70-03 TAKE リモコン】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 テイクリモコン TAKE リモコン 1台 ※1 

   ※1 TAKE ON時にリモコン上のランプは点灯しませんのでご注意ください。 

 

【CK-93HD-01 TAKE リモコン接続ケーブル（オプション）】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 TAKEリモコン接続ケーブル ケーブル長 2m 1本 ※2 

   ※2 CK-70-03 TAKEリモコンをCK-93HDと接続時に必要となります。 

 

3．接 続 

CK-70-03 TAKE リモコンの接続は TAKE リモコン背面の CONTROL コネクターと CK-93HD 背面の PARALLEL 

REMOTE コネクターを CK-93HD-01 TAKE リモコン接続ケーブルで接続します。操作メニューで REMOTE の設定

を TRG(トリガー制御)にしてください。 
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4．各部の名称と働き 

【CK-70-03 TAKE リモコン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）TAKE 

スーパーのトランジションを実行します。 

（2）CONTROL コネクター 

CK-93HD-01 TAKE リモコン接続ケーブルを使用して CK-93HD と接続するコネクターです。 

 

5．仕 様 

【CK-70-03 TAKE リモコン】 

◇TAKE REMOCON I/F XLR オス 

◇外形寸法  55(W)×85(H)×29(D)mm（ゴム足、突起物を除く） 

◇質量  0.2kg 

◇動作温度・動作湿度  0～40℃・20～80％RH（ただし結露なき事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1） 

※ スーパーON 時もこのランプは点灯しませんの

でご注意ください。 

（2） 
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6．外形寸法図 

【CK-70-03 TAKE リモコン】 
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１５．リモコン（オプション CK-93HD-02、CK-93HD-03、CK-93HD-04） 

1．概 説 

CK-93HD-02、CK-93HD-03 と CK-93HD-04 は CK-93HD に接続するリモコンとその接続ケーブルです。 

CK-93HD-02 CUT/FADE リモコンはスーパートランジションのカット/フェード切り替えとスーパーの ON/OFF がで

きます。CK-93HD-03 TAKE リモコンは LINE OUT および PV OUT のスーパーの ON/OFF ができます。 

接続するリモコンに合わせて、メニュー画面から SYSTEM の REMOTE ASG にて設定選択します。  

 

2．構 成 

【CK-93HD-02 CUT/FADE リモコン（オプション）】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 カット/フェードリモコン CUT/FADEリモコン 1台 ※1 

 2 電源ケーブル  1本  

   ※1 CK-93HD、3系統のスーパーON/OFFとカット/フェードのトランジション切り替えができます。 

 

【CK-93HD-03 TAKE リモコン（オプション）】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 テイクリモコン TAKEリモコン 1台 ※2 

 2 電源ケーブル  1本  

   ※2 CK-93HD、3系統のLINE OUT/PV OUTのスーパーON/OFFができます。 

 

【CK-93HD-04 リモコンケーブル（オプション）】 

 番号 品名 形名・規格 数量 記事 

 1 リモコンケーブル ケーブル長 10m 1台 ※3 

   ※3 CK-93HD-02、03リモコンをCK-93HDと接続時に必要となります。 

 

3．接 続 

CK-93HD-02、03 リモコンの接続は CK-93HD 背面の PARALLEL REMOTE コネクターと各リモコンの REMOTE コ 

ネクターを CK-93HD-04 リモコン接続ケーブルで接続します。接続するリモコンに合わせて、メニュー画面から 

SYSTEM の REMOTE ASG にて設定選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57E-30240 

第一電子工業株式会社製 

17JE-23150-02(D1) 

第一電子工業株式会社製 

CK-93HD へ接続 リモコンへ接続 

10m 
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4．各部の名称と働き 

【CK-93HD-02 CUT/FADE リモコン正面】 

 

 

 

 

 

 

 

（1）FADE ボタン 

トランジションを選択します。ボタンが消灯で CUT 動作します。ボタンが橙点灯で FADE 動作します。 

トリガー動作で CUT/FADE を切り替えるときは、メニュー画面から SYSTEM の REMOTE ASG に PIN10,22、 

PIN11,23、PIN12,24 を CUT/FADE(TRG)に設定します。 

（２）TAKE ボタン 

トランジション実行します。ボタンが赤点灯でスーパーオンです。ボタンが消灯でスーパーオフです。 

 

【CK-93HD-03 TAKE リモコン正面】 

 

 

 

 

 

 

 

（1）PV TAKE ボタン 

プレビューのトランジションを実行します。ボタンが赤点灯でスーパーオンです。消灯でスーパーオフです。 

トリガー動作で PV スーパーを切り替えるときは、メニュー画面から SYSTEM の REMOTE ASG に PIN10,22、 

PIN11,23、PIN12,24 を PREVIEW(TRG)に設定します。 

（２）OA TAKE ボタン 

オンエアーのトランジションを実行します。ボタンが赤点灯でスーパーオンです。消灯でスーパーオフです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) (2) 

(1) (2) 
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【CK-93HD-02、03 共通リモコン背面】 

 

 

 

 

 

 

 

（1）AC IN 

AC電源コネクターです。付属の電源ケーブルを接続してください。 

（２）POWER スイッチ 

リモコンの電源スイッチです。上に倒すことで電源オンします。 

（３）REMOTE コネクター 

CK-93HD の REMOTE コネクターと専用ケーブル(CK-93HD-04)で接続します。 

 

5．仕 様 

【CK-93HD-02、03 リモコン】 

 

◇CUT/FADE REMOCON I/F、TAKE REMOCON I/F   Dsub15 ピンメス 

◇外形寸法  200(W)×44(H)×90(D)mm（ゴム足、突起物を除く） 

◇質量  0.7kg 

◇動作温度・動作湿度  0～40℃・20～80％RH（ただし結露なき事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（１） （２） （3） 
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6．外形寸法図 

【CK-93HD-02 CUT/FADE リモコン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【CK-93HD-03 TAKE リモコン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

本書に記載している商標 

Microsoft®、Windows®、および Windows 2000®、Windows XP®、Windows Vista®、 

Windows 7®は、Microsoft Corporation の米国および他の国における登録商標です。 

その他本書中に記載されている会社名・製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 101417R09  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この文書の情報は単なる情報として提供されるものであり、予告なく変更される可能性があります。 

 


